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十

世
紀
の
ハ

フ
ブ

に
お
け
る
カ
ル
ア
と
マ
デ

ィ

l
ナ

谷

口

淳

じ

は

め

に

一

支
配
者
の
嬢
黙
と
カ
ル
ア

1

ソ
パ
ジ
ェ
設
に
つ
い
て

2

ミ
ル
ダ
l
ス
朝
君
主
の
嬢
鮎

3

ミ
ル
ダ

I
ス
朝
時
代
以
前
の
支
配
者
の
嬢
貼

二
ハ
ラ
ブ
市
民
の
動
向

ー

マ
ン
ス

l
ル
政
権
時
代

2

ミ
ル
ダ

l
ス
朝
時
代

ω
ア
フ
ダ
l
ス
と
ラ
イ
l
ス

ω
騒
乱
時
に
お
け
る
ア
フ
ダ
l
ス
の
行
動

お

わ

り

に
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t土

じ

め

tこ

北
シ
リ
ア
の
都
市
ハ
ラ
ブ

司
巳
与
。

そ
の
嘗
市
街
中
央
に
あ
る

E
大
な
内
域
官

F
は

今
な
お
人
目
を
ひ
く
存
在
で
あ
る。

そ
の
城
門

な
ど
現
在
見
ら
れ
る
構
築
物
は
、

ほ
と
ん
ど
が

十
二

・
三
世
紀
の
ザ
ン
ギ
l

N
S
包
ミ

・
ア
イ
ユ

I
ブ

〉
ヨ
与

商
王
朝
時
代
以
降
に
建
築



(

1

)

 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
支
配
者
が
内
城
を
擦
黙
と
し
、
そ
の
整
備
・
強
化
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
こ
れ
に
先
立
つ
十
世
紀
後
牢
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
こ
そ
が
、

ハ
ラ
ブ
の
内
城
が
支
配
者
に
と
っ
て
重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
時
期

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
何
人
か
の
研
究
者
が
す
で
に
燭
れ
て
い
る
。

(

2

)

(

3

)

 

ソ
バ
ジ
ェ
同

-
V
E
a
a
の
研
究
お
よ
び
ガ
ウ
ベ
戸
。

2
Z
と
ピ
ル
ト
問
者

E
r
の
共
著

(

4

)

 

イ
ス
ラ

1
ム
世
界
各
地
の
都
市
に
お
け
る
内
城
の
機
能
を
考
察
し
た
研
究
の
中
で
事
例
の

ハ
ラ
ブ
自
瞳
の
歴
史
と
い
う
翻
黙
か
ら
は
、

が
あ
る
。
ま
た
パ
カ
ラ
ク
』
・
「
回
日

E
Eロ
Y

は、

一
つ
と
し
て
ハ
ラ
プ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
行
研
究
に
は
援
る
べ
き
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
基
本
的
な
事
責
の
見
落
と
し
も
見
ら
れ
る

た
め
、
そ
の
説
明
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ま
ず
十
一
世
紀
を
中
心
に
ハ
ラ
ブ
に
お
け
る
支
配
者
の
援
貼
と
内
城
の
関
係
を
再
検
討
し
、
次
い
で
そ
の
蟹
遷
の
背
景

(
5〉

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
、
首
時
の
ハ
ラ
プ
を
取
り
巻
く
朕
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
目
的
で
あ
る
。
と
同
時

に
、
パ
カ
ラ
ク
が
提
起
し
た
議
論
に
関
連
し
て
、
本
稿
は
よ
り
詳
細
な
事
例
研
究
を
提
出
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
な
お
、
ハ
ラ
プ
に
限
ら
ず

こ
の
時
期
の
西
ア
ジ
ア
諸
都
市
は
、
内
域
内
山
田
正
と
そ
れ
以
外
の
市
壁
内
の
市
街
地
白
色
E
P
Z
-包
の
二
つ
に
分
け
て
把
握
さ
れ
る
こ
と

(

6

)

 

が
多
い
。
本
稿
で
は
こ
の
貼
に
注
目
し
つ
つ
論
を
準
め
、

そ
こ
で
本
稿
で
は
、

-71ー

「
カ
ル
ア
」

「
マ
デ
ィ

l
ナ
」
と
い
う
語
を
そ
れ
ぞ
れ
以
上
の
一
意
味
に
限
定
し
て
用

い
る
。

(

7

)

 

本
稿
で
用
い
た
主
要
文
献
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
{
〕
内
は
引
用
略
説
で
あ
る
。

〔〉」

2
〕
同
ゲ
ロ

ω
Z仏門広島
wbNEhaNぬ
ANRに
か
か
と
同
1
b
h
w
h
g
民マ
R
3
b可
NHut-hFNH38hHhHNE"HQN刷
、
お
(
司
色
白
ゲ
)
w
m仏・

ロ・
ω051仏
目
ア

ロ
間
同
国
白
♂
]
戸
市
出

ω・

〔
切
吋
・
〉
〕

同
ゲ
ロ
白
て
〉
門
町
Bw
句
史
句
、

q
Q
h
H
N‘宮内
b~vHHHねず同
bbMMQNb~v・
包
-
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-
F
4
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ロ
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S

5
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I
l
-
-
l
w
p口
∞
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目
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会

t
o
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0
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NmF
司
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ロ

E
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p

巴∞∞
1

・
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巳・
ω
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fロ
p
a
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U
N
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b
N
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S
S
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Z
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守、
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b
v
S
Q
3
N
Q
E
旬
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b
p
p
m仏・
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〕
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〔
早
口
曲
目
・

ω}岡山ザロ白〕
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品 B 

01川)0 5OOm 

11世紀のハラプ概念園 (Sauvaget1941 :閏版54より〕

1. Bab al-$aghir 2. Bab ‘Iraq 3. Bab Qi皿 asrin 4. Bab Antakiyya 

5. Bab al-Jinan 6. Bab al-Yuhud 7. Bab al-Arba'in 

A. QuwayqJII B.ムスリム墓地 C.キリスト教徒墓地 D.ユダヤ人墓地

E. al-Zajjajin街匡 F. al-'Aqaba街区 G. Masjid Jami‘ H. al-I.Ia<Jir 
al-Sulaymaniyy地匡(トルコ人が居住) I. Qal‘a al-Sharif J. al-Qal・a
K. al-Khandaq al-Rum L.マンスールの宮殴推定位置 M. ファーティク

の宮殿推定位置

- 73ー
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い
て
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

ハ
ラ
ブ
を
首
都
と
し
た
ハ
ム
ダ
l
ン
司
曲
目
含
ロ
朝
の
サ
イ
フ

ッ
ダ
ウ
ラ

ωミ
町
田

--E色
白
〈
ハ
ラ
ブ
支

配
一
三
一
二
三
!
五
六
/
九
四
五
|
六
七
)
は

ハ
ラ
プ
市
街
の
西
方
約

一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
ハ
ル
パ
巳
・
伺
巳

E
に
大
規
模
な
宮
殿
門
戸
田
匂
を
造
営

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が

マ
デ
ィ

1
ナ
の
市
壁
や
カ
ル
ア
の
整
備
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
意
を
梯
っ
て

い
な
か
ア
た
。

ハ
ラ
ブ
の
カ
ル
ア
に
と
っ
て
轄
機
と
な
っ
た
の
は
三
五

一
/
九
六
二
年
の
ビ
ザ

ン
ツ
軍
に
よ
る
急
襲
で
あ
る
。

こ
の
時
サ
イ
フ

ッ
ダ
ウ
ラ
は

逃
亡
し
、
蔑
さ
れ
た
ハ
ラ
ブ
市
民
は
市
壁
と
カ
ル
ア
の
整
備
朕
態
の
悪
さ
か
ら
非
常
な
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
事
件
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
サ
イ
フ
γ
ダ
ウ
ラ
は
市
壁
と
と
も
に
カ
ル
ア
の
整
備
に
乗
り
出
し
、

そ
の
事
業
は
後
権
者
に

引
き
縫
が
れ
て
い
く

3
2
4同宮門

巴
S
H
H
B
H
Pロ
ゲ
ミ
ヨ
円
吾
川
広
∞
〕
。

1 

ソ
バ
ジ
ェ
設
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
十
世
紀
後
牢
に
な
っ
て
、

ハ
ラ
ブ
の
支
配
者
は
カ
ル
ア
の
重
要
性
を
認
め
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
は
直
ち
に
彼
ら
が
そ
こ

- 74ー

を
擦
貼
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
以
上
の
超
過
か
ら
見
て
、

ハ
ラ
ブ
の
カ
ル
ア
は
ま
ず
避
難
・
寵
城
の
場
所
と
し
て
再
整
備
さ
れ
始
め
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
の
カ
ル
ア
の
援
黙
化
に
つ
い
て
は
、

(

8

)

 

る
こ
と
に
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、

ソ
パ
ジ
ェ
が
す
で
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
彼
の
設
を
検
討
し
つ
つ
論
を
準
め

ピ
ザ
ン
ツ
軍
に
よ
っ
て
サ
イ
フ
ッ
ダ
ウ
ラ
の
宮
殿
が
破
壊
さ
れ
た
後
、

そ
の
息
子
サ
ア
ド
ッ
ダ
ウ
ラ

ω釦ぷ

白
}
・
仏
国
司
】
釦
(
在
位
日
三
五
六
|
八
一
/
九
六
七
1

九
一
〉
が
カ
ル
ア
に
住
み
、

そ
れ
以
来
そ
こ
は
君
主
の
居
住
地
に
な
っ
た
と
い
う

3
2
4印∞己

(
9
)
 

彼
の
説
明
の
根
援
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
十
五
世
紀
以
降
に
成
立
し
た

H
Z
巳・
ω
E吉
田

〈

叩

)

お
よ
び
十
三
世
紀
に
書
か
れ
た
イ
ブ
ン
シ
ャ

ツ
ダ
l
ド
(
六
一
一
一
一
l
l
八
四
/
=
二
七
|
八
五
〉
の
〉
」
削
ρ

の
カ
ル
ア
に
閲
す
る
記
述
で
あ
る
。

巴
企
h
H
O
N
u
n『

-ECゲ
ミ
ヨ
円
同
r
h
H
G

∞
"
口
ヨ
。

前
者
の
か
な
り
の
部
分
は
後
者
の
引
用
で
あ
り
、

ソ
パ
ジ
ェ

が
根
援
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
面
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、

〉
aEG
の
記
述
を
利
用
す
る
。
ソ
パ
ジ
ェ
が
利
用
し
た
箇
所
は
、

サ
イ
フ

γ
ダ
ウ
ラ
が
カ
ル
ア
の
整
備
に
力
を
入
れ
た
と
い
う
記

事
に
績
く
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。



彼
の
息
子
サ
ア
ド
ッ
ダ
ウ
ラ
は
〔
ハ
ラ
ブ
を
〕
支
配
し
た
時
に
別
の
幾
っ
か
〔
の
建
物
〕
を
建
て
、
そ
こ
ハ
カ
ル
ア
)
に
住
ん
だ

g
E
E。

〔
始
め
〕
た
市
壁
を
完
成
さ
せ
た
時
で
あ
る
。

そ
れ
は
彼
の
父
サ
イ
フ
ッ
ダ
ウ
ラ
が
建
て

舘
内
同
町
を
建
て
、
そ
の
城
壁
白
日
を
改
修
し
た
〔
〉
討
明
忠
一
色

-HE
巳・

ωzfgυ
ち〕。

サ
ア
ド
ッ
ダ
ウ
ラ
の
在
位
期
に
カ
ル
ア
が
居
城
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
イ
プ
ン
シ
ャ
ツ
ダ

同
様
に
ミ
ル
ダ
ー
ス
朝
は
そ
こ
(
カ
ル
ア
〉
に

こ
の
記
述
か
ら
は
、

ー
ド
は
、
宮
殿

A
Z口
同
に
閲
す
る
一
章
で
マ
デ
ィ
l
ナ
内
外
の
宮
殿
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ブ
の
ア
ミ
l
ル
た
ち
は
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
時
代
ま
で
こ
れ
ら
の
諸
宮
殿
に
居
住
し
手

g
-
F
績
け
た
の
で
あ
る
。

ルダ
l
ス
家
)
が
、
カ
ル
ア
に
住
ん
だ

E
S
E
-
g
E
E
最
初
の
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
を
、
彼
ら
の
後
に
到
来
し
た
支
配
者
た
ち

B
G
Z
F
の
慣
行

2
ロ
ロ
同
と
し
た
の
で
あ
る
〔
K
r
a
-
E
H
N
C
u

ぇ
・
同
σロ曲目・
ωEHVロ
回
一
色
〕
。

そ
し
て
彼
ら
?
、

ソ
パ
ジ
ェ
は
こ
の
部
分
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
後
者
の
記
述
に
従
う
と
、

カ
ル
ア
、
が
居
城
と
な
っ
た
の
は
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
時
代
以
降
と
い

- 75ー

う
こ
と
に
な
り
、
最
初
に
引
用
し
た
部
分
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
イ
プ
ン
シ
ャ
ツ
ダ
l
ド
の
記
述
だ
け
か
ら
で
は
、
ミ
ル
ダ
l
ス

朝
以
前
に
カ
ル
ア
が
接
貼
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
逆
に
、
典
擦
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
異
な
っ

た
情
報
源
に
擦
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
二
つ
の
記
述
が
一
致
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
信
頼
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
ダ

ー
ス
朝
の
君
主
た
ち
が
カ
ル
ア
を
援
貼
と
し
た
と
い
う
貼
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
信
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
ソ
バ
ジ
ェ
の
設
は
必
ず
し
も
確
寅
な
誼
擦
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
司

(
日
)

て
以
下
で
は
、
彼
が
十
分
利
用
し
な
か
っ
た
史
料
を
も
用
い
て
、
支
配
者
の
援
黙
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

2 

、
ル
ダ
I
ス
朝
君
主
の
援
貼

299 

る
の
は

ま
ず
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
諸
君
主
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
彼
ら
が
ハ
ラ
ブ
の
ど
こ
に
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
閲
す
る
情
報
が
初
め
て
見
ら
れ

初
代
サ
l
リ
フ
の
死
(
四
二
O
/
一O
二
九
)
以
後
で
あ
る
。

彼
の
息
子
の
う
ち
ナ
ス
ル

Z
白
白

一
世
と
シ
マ
l
ル
司

E
S包
が
跡
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11世紀初頭~ミノレダース朝末期のハラブの支配者

統治開始年 支配者名 保i 考

394/1003-4 Lu'lu' }I;Iamd叩 の E山
399 or 400/1008-9 Mansur 

406/1016 Fath Man~ür の ghulãm ， wali al・qal・a

勺 ‘Aliyy Fatima朝 前 Afamiyya総督

407.9/1017.2 Fatik 

413.4/1022.7 Badr Fatikの ghulam

? ‘Aliyy 前出
-・・・・ ・ ーーー-・----.__咽 ‘ーー ‘ー ...._..... ・ ー...ー ・・..司ーー・..晶・・・圃圃司 手圃晶目晶 ー ..‘・ ・・ ・・.ーーーーー・ ー.....・・ ・ー

413.7/1022.10 Muhammad 以下表2参照

416/1025 Salih Mirdas朝

420/1029 Thimal . Na守r1 共同統治

421/1030 Nasr 1 

429/1038 Banjutikin Fatima朝 表2参照

433/1042 Thimal Mirdas朝

449/1058 Ibn Mulhim Fatima朝表2参照

452/1060 Mahmud Mirdas朝

453/1061 Thimal 

454/1062 ‘Atiyya 
457/1065 Mahmud 

467/1075 Nasr II 

468/1076 Sabiq 

472/1080 Muslim 

表 1

を
糧
ぎ
、
共
同
で
統
治
を
行
な
う
。
雨
者

の
関
係
は
「
彼
の
死
後
そ
の
二
人
の
息
子

が
ハ
ラ
ブ
を
支
配
し
た
。

ム
イ
ッ
ズ
ッ

ダ

ウ
ラ

u
ア
ブ
I
ウ
ル
ワ

l
ン
H

シ
マ

l
ル

宮
ロ
ぷ
N
N

白
-
ム
担
当
芯
〉
ゲ

p
ad-J包
ロ
叶
E
'

ヨ
巳
は
カ
ル
ア
の
中
を
止
と
'ρ
白

E
句、

シ

ブ
ル
ッ
ダ
ウ
ラ
H

ナ
ス
ル
〔
一
世
〕

ω
E
Z

白
]
・
円
山
由

ーさ

z
z
g
H
は
マ
デ
ィ

I
ナ
の
中
を

四

回

目

--g包
門
口
同
〔
N
回一

H
¥
N
ω
吋
〕

と
い
う

一76ー

も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
四
二
一

/

O
三
O
年、

ナ
ス
ル
は
ハ
ラ
ブ
支
配
の
猫

占
を
目
論
ん
で
、

シ
マ
1
ル
が
カ
ル
ア
か

ら
出
て
い
ア
た
隙
に
乗
じ
て
そ
こ
を
急
襲

し
占
援
す
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
ヤ

フ
ヤ
l
と
イ
プ
ヌ
ル
ア
デ
ィ
l
ム
の
俸
え

る
二
つ
の
異
な
っ
た
内
容
の
停
承
が
あ
る

ヵ"

〔
ベ
ロ
出
口
問
プ
N
回一

回¥
N
ω

∞〕

シ

マ
l
ル
不
在
の
聞
に
ナ
ス
ル
が
カ

ル
ア
を

占
援
し
前
者
を
追
放
し
た
と
い
う
事
買
は



(
刊
以
)

共
通
し
て
い
る
。

ハ
ラ
ブ
支
配
の
濁
占
を
目
指
す
ナ
ス
ル
に
と
っ
て
、

カ
ル
ア
の
確
保
が
肝
要
で
あ
っ
た
と
言
い
得
る
。

こ
の
事
件
以
後
「
カ
ル
ア
の
諸
門
に
は
鎖
色
色
曲

、
が
設
け
ら
れ
、
馬
に
乗
っ
た
者
同
削
W
F
が
不
一
意
に
上
司
て
来
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
何
人
も
万
を
帯
び
て
そ
こ
に
入
れ
な
い
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
。
た
と
え
そ
の
者
が
カ
ル
ア
の
支
配
者
自
削

-F-E
と
ど
ん
な
に
親

し
そ
う
な
人
物
で
も
」
〔
N
E
H
H
¥
N
ω
∞
〕
と
い
う
よ
う
に
、
カ
ル
ア
の
警
備
が
巌
し
く
な
っ
た
〔
丸
・

ω
2
5
m
2
5品
H
H
H
O
N
ロ・

ω目〕
。
そ
し

カ
ル
ア
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
〔
N
E
H
H
¥
N色
〕
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

ア
を
援
貼
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
し
て
は
次
の
二
つ
が
暴
げ
ら
れ
る
。

ス
の
サ
l
リ
ム
と
ア
フ
ダ

1
ス
が
、

四
二
三
/

一
O
三
一
|
三
二
年
に
彼
に
射
し
て
反
範
を
企
て
た
ラ
イ
l

ナ
ス
ル
以
後
の
君
主
が
カ
ル

て
、
以
後
ナ
ス
ル
は
カ
ル
ア
に
住
み
績
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

〉
吉
宮
ロ
ゲ
曲
目
白
包

は
、
友
人
で
あ
り
マ
フ
ム
l
ド
の
書
記

E
E
u
で
も
あ
る
ア
プ

I
ナ
ス
ル
H

イ
プ
ヌ
ン
ナ
ッ
ハ

I
ス
〉

Z
Z
Z吋
早
ロ
と
・
2目
f
f
r
か
ら
手

紙
を
受
け
取
っ
た
。
自
分
が

マ
フ
ム
l
ド
と
険
悪
な
仲
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
拝
謁
し
に
衆
る
よ
う
勧
め
る
内
容
を
見
て
、
ア
ブ
ー

ム
ハ
ン
マ
ド
は
疑
問
を
抱
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
使
者
に
「
わ
が
同
胞
ア
ブ
l
ナ
ス
ル
は
こ
の
手
紙
を
、
彼
の
館
門
田
町
・
役
所
内
出
羽
山
口
・
カ
ル
ア

a 

四
六
三
/
一

O
七

O
l七
一
頃
ア
ザ
l
ズ
城

O
と
〆
‘
〉

N
E
の
ワ
l
リ
ー
を
務
め
て
い
た
ア
プ

I
ム
ハ
ン
マ
ド

-77ー

に
お
い
て
ア
ミ
l
ル
ハ
"
マ
フ
ム
l
ド
〉
の
面
前
で
ず
工
ム
色
〆
G
C
門
包
一
削
自
色
・
曲
目
可
の
い
ず
れ
の
場
所
で
お
ま
え
に
渡
し
た
の
か
」
と
尋
ね

た
〔
N
国

HN¥ω
吋
〕
。
こ
の
ア
ブ
l
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
か
ら
、

マ
フ
ム

l
ド
の
書
記
が
君
主
に
仕
え
る
場
所
が
カ
ル
ア
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る。

(

臼

)

四
六
八
・
一

O
/
一
O
七
六
・
五
、
ナ
ス
ル
二
世

Z
S同
ゲ
・
冨
与

g
E
が
断
食
明
け
の
祭
豆
白
ケ
凶
作
円
の
午
後
に
、
酔
っ
た
勢
い
で

ト
ル
コ
人
傭
兵
園
を
略
奪
し
よ
う
と
し
て
逆
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
カ
ル
ア
に
は
、

b 

ワ
ル
ド
当
日
仏
と
い
う
カ
ル
ア
の
ワ

I
リ
l
の

他
に
ワ
ズ
ィ

I
ル
の
ア
プ
l
ナ
ス
ル
H

イ
ブ
ヌ
ン
ナ
ッ
ハ

I
ス
お
よ
び
側
近

r
y曲
活
削
認
の
一
圏
、
が
い
た
。

そ
し
て
ナ
ス
ル
殺
害
の
情
報
が
停

わ
る
と
、
彼
ら
は
ナ
ス
ル
の
弟
サ

I
ピ
ク

ω島
五
を
ア
カ
パ
白
て
〉
官
宮
街
匿
に
あ
る
彼
の
館
内
芯
円
か
ら
カ
ル
ア
に
連
れ
て
き
て
擁
立
す

301 

る
〔
切
吋
・
〉
い
怠
l
p
n同・

N
E
n
q
u
ω
〕。
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以
上
の
二
例
に
見
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
一

O
七

0
年
代
に
は
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
君
主
た
ち
は
書
記
や
ワ
ズ
ィ

I
ル
を
従
え
て
カ
ル
ア
に

(

日

比

)

い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
四
二
一
/
一

O
三
O
年
以
前
の
ナ
ス
ル
一
世
や
即
位
前
の
サ
l
ピ
ク
の
例
か
ら
、
ミ
ル
ダ
l
ス
家
の
一
族
が
マ
デ

ィ
l
ナ
に
住
む
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

(
日
)

持
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
君
主
と
な
っ
た
者
で
も
カ
ル
ア
外
に
居
住
施
設
を
持
つ
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、

ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
君
主
た
ち
が
カ
ル
ア
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
イ
ブ
ン
シ
ャ
ツ
ダ
l
ド
の
記
述
や
以
上
の
事
例
を
完
全
に
否
定
す
る
よ
う
な
謹

(

叩

山

)

撲
が
無
い
以
上
、
少
な
く
と
も
四
二
一
/
一

O
三
O
年
以
降
の
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
君
主
に
と
っ
て
カ
ル
ア
が
卒
時
に
お
い
て
も
重
要
な
捜
貼
で
あ

(

刀

)

っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
シ
マ

l
ル
が
第
一
回
目
の
皐
猫
統
治
期
に
マ
デ
ィ

l
ナ
に
館
仏
骨
を

3 

、
ル
ダ

I
ス
朝
時
代
以
前
の
支
配
者
の
接
貼

な
お
十
世
紀
後
半
の
肢
況
に
つ
い
て
は

先
に
紹
介
し
た
〉
ぱ
ρ

の
記
述
の
矛
盾
を
解
決
し
て

- 78ー

ミ
ル
ダ
1
ス
朝
が
ハ
ラ
ブ
を
支
配
す
る
前
の
朕
況
に
つ
い
て
は
、

事
例
に
接
っ
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

〉

a-2
に
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
最
初
か
ら
他
の
史
料
の

く
れ
る
よ
う
な
事
例
を
見
出
せ
ず
、
結
論
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
下
で
は
十
一
世
紀
-
初
頭
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。

(

団

)

ハ
ム
ダ
l
ン
朝
か
ら
政
権
を
奪
っ
た
ル
ウ
ル
ウ
「
己
尺
の
息
子
マ
ン
ス
l
ル
宮
自
由
口
町
(
在
位
日
三
九
九
ま
た
は
四
O
O

四
O
六
/
一

0
0

八・

O
九
|
一
六
)
は
、
宮
殿
宮
匂
と
も
館
門
同
町
と
も
呼
ば
れ
る
住
居
を
持
っ
て
い
た
。
ソ
パ
ジ
ェ
は
こ
の
事
買
を
見
落
と
し
て
い
る
。
そ

こ
で
彼
の
宮
殿
に
闘
す
る
情
報
を
年
代
記
の
記
事
か
ら
抽
出
し
、
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

四
O
O
/
一
O
O九
|
一

O
年
以
来
三
年
に
わ
た
っ
て
、
マ
ン
ス

l
ル
は
キ
ラ

l
ブ
族
と
敵
劃
し
て
き
た
。
彼
ら
の
攻
勢
に
手
を
焼
い
た
マ

ン
ス

l
ル
は
、
四

O
二
・
一
一
・
二
八
/
一

O
一
二
・
六
・
二
一
に
講
和
の
交
渉
と
稿
し
て
キ
ラ
I
ブ
族
の
要
人
を
お
び
き
寄
せ
一
網
打
墨
に

す
る
〔
本
稿
い
八
四
〕
。
そ
の
舞
蓋
が
彼
の
宮
殿
で
あ
っ
た
。

約
七

O
O人
が
〔
ハ
ラ
ブ
に
〕
入
ア
た
。
そ
の
中
に
は
キ
ラ
l
ブ
族
の
ア
ミ
l
ル
た
ち
・
指
導
力
と
勇
気
の
持
主
が
全
員
い
た
。
彼
ら
が



こ
こ
で
突
然
マ
ン
ス

l
ル
は
、

彼
(
マ
ン
ス
l

ル
〉
を
訪
れ
る
た
め
に
、
食
べ
物
の
数
を
教
え
食
事
を
整
え
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

る
と
、
自
分
た
ち
に
閥
わ
る
諸
事
の
貫
行
を
彼
が
命
じ
、
署
名
し
た
負
債
を
自
分
た
ち
に
履
行
す
る
よ
う
求
め
た
〔
ペ
・
の
固
い

N
H
H
〕。

キ
ラ
l
ブ
族
を
襲
い
有
力
者
を
捕
え
る
こ
と
を
命
じ
る
。
そ
し
て
キ
ラ
l
ブ
族
の
ア
ミ
l
ル
た
ち
は
カ
ル
ア

(四〉

マ
ン
ス

1
ル
の
策
略
の
意
固
か
ら
考
え
て
こ
の
約
七

O
O人
の
代

彼
ら
は
マ
ン
ス
l
ル
の
館
内
同
町
に
入

に
連
行
さ
れ
拘
留
さ
れ
た

〔ペ
-
n
Z
H
M
H
H
〕
。
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

表
圏
は
全
員
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
が
宮
殿
に
入
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
宮
殿
が
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ア
ミ

l
ル
た
ち
が
カ
ル
ア
に
連
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
建
物
は
カ
ル
ア
の
外
に
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
宮
殿
に
つ
い
て
は
、

イ
ブ
ン
シ
ヤ
ヅ
ダ
I
ド
が
重
要
な
記
録
を
残
し
て
い
る
の
で
参
照
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
ら
(
ハ
ラ
プ
の
諸
宮
殿
)
の
中
に
、

ム
ル
タ
ダ
ッ
ダ
ウ
ラ
冨
ロ
ユ
包
山
一
色
・
仏
曲
者
F
[
H
マ
ン
ス

1
ル
〕
が
ジ
ナ
l
ン
門
切
削
σ
色
目
出
ロ
帥
ロ

の
内
側

E
rr-H
に
造
っ
た
宮
殿

ρ
Z
H
が
あ
る
。
・
:
中
略
・
:
そ
の
宮
殿
は
す
で
に
倒
れ
荒
慶
し
て
し
ま
い
、

同て帥

g
目
白
の
小
さ
な
い
く
つ
か
の
館
仏
可
が
建
て
ら
れ
た
。

そ
の
場
所
に
は
庶
民

- 79ー

〔
ア
イ
ユ

I
ブ
朝
の
〕

ア
ル
ア
ズ
ィ
l
ズ
白
ケ
冨
と
停
と
¥
〉
N
M
N

の
時
代

(六一一一一
1

三
四
/
一
一
一
一
六
|
一
一
一
七
)
に
な
る
と
、
こ
の
場
所
を
ア
ミ
l
ル
の
ア
ラ
ム
ッ
デ
ィ
l
ン
H

カ
イ
サ
ル
H

ア
ッ
ザ
l
ヒ
リ
l
‘
〉
Z
B

包
・
岳
ロ

oa包
円
巳
'
N
岳
庄
司
可
が
買
取
り
、
そ
れ
ら
を
潰
し
て
陵
一
商
宿

官
官
骨
ぞ
習
と
い
く
つ
か
の
油
の
貯
臓
槽

g
E
旦
ロ
ム
・

8
1
・

庖
宮
司
削
ロ
尽
を
そ
こ
に
建
て
た
〔
〉
t

ρ

H

M
∞
l
N
C〕。

こ
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
マ
ン
ス
l
ル
の
宮
殿
は
ジ
ナ
l
ン
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
跡
地
に
複
数
の
住
居
や
商
業

施
設
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
宮
殿
は
か
な
り
贋
い
面
積
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
雨
者
の
記
述
を
綿
合
す
る
と
、

ス
l
ル
は
マ
デ
ィ
l
ナ
西
部
と
い
う
カ
ル
ア
か
ら
か
な
り
離
れ
た
場
所
に
大
き
な
宮
殿
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

-マ

ン

次
に
、
彼
が
こ
の
宮
殿
を
嬢
貼
に
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

マ
ン
ス
I
ル
政
権
末
期
に
キ
ラ
l
ブ
族
と
の
戦
い
が
激
化
し

ハ
一
フ

ブ
は
彼
ら
に
よ
っ
て
糧
道
を
断
た
れ
る
。
こ
の
窮
地
の
中
で
マ
ン
ス
l
ル
は
、

カ
ル
ア
の
ワ
l
リ
l
d
弓
削
町
巳
・
ρ
己
〆
で
あ
る
フ
ァ
ト
フ
明
三
ゲ

303 

を
、
ミ
ル
ダ
l
ス
家
の
サ

l
リ
フ
が
脱
獄
し
た

〔
本
稿
υ

八
四
〕
責
任
を
問
う
て
更
迭
し
よ
う
と
考
え
た
〔
同
・
の
出
口
出

Y
N固
い
と

N
Sー
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Cコ
00 
'-' 。

マ
ン
ス

l
ル
は
こ
の
こ
と
を
ス
ル
ー
ル

ω
5
r
と
い
う
グ
ラ
l
ム
に
知
ら
せ
、

彼
を
フ
ァ
ト
フ
の
後
任
に
就
か
せ
よ
う
と
し
た
。
ス
ノレ

ー
ル
は
イ
プ
ン
ガ
l

ニ
ム
巨
ロ
の

E
Eヨ
と
い
う
友
人
に
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
す
る
と
フ
ァ
ト

フ
の
友
人
で
あ
っ
た
後
者
は
目
的
を
偽

っ
て
カ
ル
ア
へ
上
り
、

こ
の
情
報
を
彼
に
知
ら
せ
た
〔
穴
叶
・
斗
¥
Ng

(
四
O
二
年
の
項
)
u
n
同・N
E
h
H
¥
N
O
∞〕。

マ
ン
ス

l
ル
の
意
固
を
知
つ

た
フ
ァ
ト
フ
は
カ
ル
ア
に
寵
城
し
、

マ
ン
ス

I
ル
は
使
者
を
迭
っ

て
説
得
を
試
み
る
が
、
結
局
そ
の
奪
回
に
失
敗
す
る
。
フ
ァ
ト
フ
ら
は
四

O

六

・
七
・

二
四
/
一

O
一
六

・
一
・
七
の
夜
、

カ
ル
ア
の
上
で
サ
l
リ
フ
を
支
持
す
る
叫
び
躍
を
あ
げ
た
。
そ
れ
は
、

マ
ン
ス

I
ル
が
「
ジ
ナ

ー
ン
門
の
と
こ
ろ
に
あ
る
古
い
彼
の
宮
殿
に
い
る
時
」
で
あ
っ
た
。
サ
l
リ
フ
に
カ
ル
ア
が
明
け
渡
さ
れ
た
と
思
い
込
ん
だ
マ
ン
ス

l
ル
は
、

ジ
ナ

l
ン
門
を
出
て
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
へ
亡
命
す
る
〔
N
E
H
H
b
g
〕。

こ
の
事
件
の
経
過
か
ら
マ
ン
ス

l
ル
の
按
貼
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
イ
ブ
ン
ガ
l

ニ
ム
が
カ
ル
ア
に
上
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
て
、

フ
ァ
ト
フ
が
反
乱
を
決
意
す
る
以
前
か
ら

マ
ン
ス

l
ル
は
カ
ル

ア
に
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

N
国

録
を
残
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
記
述
か
ら
は
マ
ン
ス

l
ル
が
い
た
場
所
を
示
す
情
報
は
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
ま
た
、

フ
ァ
ト
フ
が
カ
ル
ア
か
ら

- 80ー

の
記
述
か
ら
は
、
こ
の
嘗
時

マ
ン
ス

l
ル
が
宮
殿
に
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ヤ
フ
ヤ

ー
は
こ
の
事
件
に
つ
い
て
上
の
二
人
ほ
ど
詳
し
い
記

マ
ン
ス

1
ル
を
追
い
出
し
た
と
い
う
記
述
も
そ
こ
に
は
無
い
の
で

〔J

円・

の
回
一
回

ω
l
E〕
、
前
二
者
と
は
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の

嘗
時

マ
ン
ス

l
ル
は
宮
殿
に
お
り
、

カ
ル
ア
は
フ
ァ
ト
フ
に
任
せ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
キ
ラ
l
ブ
族
と
の
戦
争
中
に
お
い
て
さ
え

彼
が
カ
ル
ア
に
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
卒
時
に
お
い
て
も
彼
は
宮
殿
に
い
た
と
結
論
で
き
る
。

マ
ン
ス

1
ル
を
追
放
し
た
翌
月
、

フ
ァ
ト
フ
が
援
箪
と
し
て
呼
び
寄
せ
た
ア
リ
l

u
ア
ッ
ダ
イ
フ

n

〉
ロ
ミ
巴
と
・
匂
ミ
一
向
と
い
う
フ
ァ

l
テ
ィ

マ
朝
下
の
ア
フ
ァ

l
ミ

l
ヤ

〉

E
Bぞ
苫

の
ワ
l
リ
l
は
、
「
ハ

ラ
ブ

に
至
り
、

マ
デ
ィ

1
ナ
に
あ
る

〔マ

ン
ス

I
ル
U

]

イ
プ

ン
H

ル
ウ
ル

ウ
の
館
門
前
円
に
住
ん
だ
ロ
白
色
白
」
〔
同

-n回
一一
N
H
f
n
同・
N
固
い
と
N
H
ω
〕
と
い
う
。

そ
の
後
交
渉
の
末
、

フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
よ
り
イ
ク
タ
l

を
興
え
ら
れ
る
と
い
う
候
件
で
フ
ァ

ト
フ

は
カ
ル

ア
を
ア
リ
l
に
明
け
渡
し
て
ハ
ラ
ブ
を
去
る
〔
ペ
・の
回
一

M
5
1
5〕
。
し
た
が
っ
て
こ
の
期

問
中
は
、

ア
リ
l
が
マ
デ
ィ
l
ナ
に
、

フ
ァ
ト
フ
が
カ
ル
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
フ
ァ
ト
フ
が
去
っ
た
後
、

ア



リ
1
自
身
が
カ
ル
ア
に
入
っ
た
か
ど
う
か
は
明
確
で
な
い
。

ア
リ
l
の
車
濁
統
治
期
は
短
か
く
、
四

O
七
・
九
初
頭
/
一

O
一
七
・
二
-
初
頭
、

(2) 

巳
ム
担
当
】
曲

一周
削
正
同
が
赴
任
す
る
〔
J

円
・
口
出

H
N
E
l
p
N固い
H
¥
出
。
〕
。
フ
ァ
l
テ
ィ
ク
の
住
居
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
ア
ズ
ィ
l
ズ

γ
ダ
ウ
ラ

u
フ
ァ
l
テ
ィ
ク
‘
〉
N
M
N

ア
ン
タ
l
キ
l
ヤ
門
の
北
東

に
あ
る
ア
カ
パ
回
て
〉
官
ゲ
釦
街
匿
に
館
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
〔
切
吋
・
〉

H
E〕、

ど
の
よ
う
な
建
物
で
あ
っ
た
か
を
語
っ
て
く
れ

る
情
報
は
無
い
。
彼
に
関
わ
る
建
築
物
と
し
て
は
、
こ
の
館
よ
り
も
次
に
掲
げ
る
宮
殿
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ラ
プ
の
カ
ル
ア
の
下
に
あ
る

g
r
g
ρ
と
〆
宮
殿
内
吉
田
同
を
改
築
し
、
そ
の
建
築
を
完
成
し
た
。

浴
場

-
z
g
B同
日
は
彼
〔
の
建
築
〕
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
ム
ル
タ
ダ
ッ
ダ
ウ
ラ
〔
H

マ
ン
ス

I
ル
〕
の
身
の
上
に
生
じ
た
こ

と
を
恐
れ
て
、

〔
フ
ァ
l
テ
ィ
ク
は
〕

そ
の
宮
殿
の

そ
れ
(
宮
殿
〉
を
カ
ル
ア
の
裾

g
Z
と・
ρmwて白

に
結
合
さ
せ
、

そ
の
建
築
に
よ
っ
て
自
分
が
カ
ル
ア
の
近
く
に
い
る
こ

と
を
意
園
し
た
〔
N
出
H
H
¥
N
H
8
0

- 81ー

ま
た
、

N
出
の
別
の
箇
所
に
「
イ
ラ
ク
門
附
近
の
市
壁
の
一
部
に
沿
っ
て
マ
デ
ィ

l
ナ
に
接
し
て
い
る
そ
の
〈
宮
殿
の
〉
壁
官
百
ロ
」
〔
N
出口

史
民
同
〕
と
い
う
説
明
が
見
え
る
。
以
上
の
記
述
か
ら
、
彼
の
宮
殿
は
カ
ル
ア
の
南
側
の
裾
に
接
し
、
ま
た
市
壁
を
隔
て
て
マ
デ
ィ

l
ナ
に
接

(

幻

)

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
讃
み
取
れ
よ
う
。
カ
ル
ア
と
接
績
し
て
い
た
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
、
ヤ
フ
ヤ
l
の
年
代
記
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

こ
の
宮
殿
の
建
設
目
的
と
し
て
、
マ
ン
ス

1
ル
の
よ
う
に
カ
ル
ア
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
劃
す
る
警
戒
心
が

N
河口

H
b
E
か
ら
の
引
用
文
中

に
拳
げ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ブ
ヌ
ル
ア
デ
ィ

l
ム
自
身
の
解
韓
か
フ
ァ

l
テ
ィ
ク
の
言
葉
が
俸
わ
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
十
分
考
え
ら
れ

る
理
由
で
は
あ
る
。
こ
の
宮
殿
は
フ
ァ
l
テ
ィ
ク
の
死
後
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
事
例
は
四
一
五
|
六
/
一

O
二
五
年
と
四
三
回
/
一

O
四
二

年
の
二
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
フ
ァ

1
テ
ィ
マ
朝
の
ワ
l
リ
ー
た
ち
が
ミ
ル
ダ
1
ス
朝
側
の
勢
力
に
攻
撃
さ
れ
て
ハ
ラ
ブ
を
明
け
渡
す

と
い
う
場
面
で
あ
る
。
マ
デ
ィ
l
ナ
か
ら
退
い
た
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
側
が
こ
の
宮
殿
に
入
り
、
ま
ず
こ
こ
の
攻
防
を
め
ぐ
っ
て
寄
せ
手
と
の
開

(

幻

)

に
戦
い
が
繰
り
贋
げ
ら
れ
て
い
る
黙
で
、
雨
例
は
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

フ
ァ
l
テ
ィ
ク
の
宮
殿
は
カ
ル
ア
攻
防
の
上
で
重
要
な
位
置
を

305 

占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

N
Z
の
俸
え
る
建
築
目
的
を
裏
附
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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先
に
挙
げ
た
ア
カ
パ
の
館
と
カ
ル
ア
の
下
の
宮
殿
が
フ
ァ

I
テ
ィ
ク
自
身
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
か
を
直
接
示
す
例

は
無
い
が
、

こ
の
よ
う
な
建
物
を
わ
ざ
わ
ざ
造
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
普
段
か
ら
彼
が
こ
の
宮
殿
に
住
ん
で
カ
ル
ア
を
監
視
し
て
い

た
と
推
定
で
き
る
。

貫
際
、

四
一
三

・
四

・
四

/
一
O
二
二
・
七

・
七
に
彼
が
側
近
の
パ
ド
ル
切
包
同
と
い
う
グ
ラ
l
ム
に
暗
殺
さ
れ
る

〔J
h
n
回
目
白
匂
〕
ま
で
、
彼
か
ら
カ
ル
ア
が
奪
わ
れ
た
と
い
う
記
述
は
ど
の
史
料
に
も
見
ら
れ
な
い
。

フ
ァ
l
テ
ィ
ク
を
暗
殺
し
た
バ
ド
ル
は
、

。
出
口

Nω
匂
〕
と
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
の
逮
捕
を
任
さ
れ
た
ア
リ
l
u
ア
ッ
ダ
イ
フ
は
、
彼
の
地
位
を
安
堵
す
る
と
し
た

ハ
リ
l
フ
ア
H

ア
ッ
ザ

さ
て
、

主
人
に
代
わ

っ
て
ハ
ラ
ブ
を
支
配
す
る
。

そ
の
時
彼
は
「
カ
ル
ア
を
支
配
し
た
」
〔
ペ

ー
ヒ
ル
巳
-uw
同
町
民
の
親
書
を
示
し
油
断
さ
せ
て
お
い
て、

彼
に
近
づ
い
た
。

そ
し
て
ア
リ
I
は
バ
ド
ル
を
「
捕
ら
え
、
彼
を
カ
ル
ア
か
ら
引

き
下
ろ
し
た
」
〔
阿
国
一

E
r
N
E
H
H
¥
N
N
H
〕。

以
上
の
よ
う
な
経
過
か
ら
判
断
す
る
と
、
逮
捕
時
に
バ
ド
ル
が
カ
ル
ア
に
居
た
の
は
、
解
任
を

パ
ド
ル
は
そ
の
短
い
統
治
期
間
中
(
四
二
ニ
・
四

・
四
1

七
・
二

/

し
た
が
っ
て
、

拒
否
し
龍
城
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

パ
ド
ル
が
解
任
さ
れ
て
か
ら
ミ
ル
ダ
1
ス
家
の
サ
l
リ
フ
が
そ
こ
を
征
服
す
る
〈
四
一
六
・
五

・一

/一

O
二
五

・
六
・
三
O〉

ま
で
の
三
年
足

- 82ー

一
O
二
二

・七・

七
1

一
0
・一

O
)
カ
ル
ア
を
披
貼
と
し
て
い
た
と
言
え
よ
う。

ら
ず
の
聞
は

フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
支
配
下
で
マ
デ
ィ
l
ナ
と
カ
ル
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
ワ
l
リ
ー
が
置
か
れ
た
〔
本
稿

u

九
七
|
九
八
〕
。

こ
れ
以

降
の

マ
デ
ィ
l
ナ
の
ワ
l
リ
l
が
マ
デ
ィ
1
ナ
の
ど
こ
に
い
た
か
を
示
す
情
報
は
乏
し
い
が
、

マ
デ
ィ

1
ナ
に
も
支
配
者
の
擦
黙
が
あ

っ
た
の

は
確
か
で
あ
る
。

マ
デ
ィ

1
ナ
の
宮
殿
に
住
ん
で
い
た
マ
ン
ス

1
ル
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

サ
ア
ド
ッ
ダ
ウ
ラ
以
来
一

貫
し
て
ハ
ラ
ブ
の
カ
ル
ア
が
接

黙
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
ソ
バ
ジ
ェ
の
読
は
誤
り
で
あ
っ
た
。

マ
ン
ス
l
ル
亡
命
後
に
は
、

カ
ル
ア
を
援
黙
と
す
る
支
配
者
や
そ
の
確
保
に

意
を
掛
っ
て
カ
ル

ア
に
接
し
た
居
住
施
設
を
造
る
者
が
現
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
は
マ
デ
ィ

l
ナ
に
ワ

1
リ
ー
を
置
い
た
の

で
あ
る
。
ミ
ル
ダ
1
ス
朝
時
代
に
な
る
と、

そ
の
君
主
た
ち
は
も
っ
ぱ
ら
カ
ル
ア
を
援
黙
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
十

一
世
紀
初

頭
か
ら
ミ
ル
ダ
1
ス
朝
時
代
に
か
け
て
の
ハ
ラ
ブ
に
お
け
る
支
配
者
の
援
黙
の
あ
り
ょ
う
は
複
雑
で
あ
る
。

し
か
し
全
鐙
の
流
れ
と
し
て
は、



こ
の
時
期
に
支
配
者
に
と
っ
て
の
カ
ル
ア
の
重
要
性
が
増
大
し
、

ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
の
襲
化
の
背
景
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

マ
デ
ィ

I
ナ
か
ら
カ
ル
ア
へ
と
支
配
者
の
援
黙
が
移
動
し
て
い
っ
た
と
考
え

ハ
ラ
ブ
市
民
の
動
向

因
と
し
て
、

イ
ス
ラ
l
ム
世
界
各
地
の
都
市
に
お
い
て
内
城
が
単
な
る
軍
事
施
設
か
ら
支
配
者
の
接
黙
と
な
っ
て
い
く
現
象
の
最
大
の
要

セ
ル
ジ
ュ

I
ク
朝
以
降
の
少
数
の
異
民
族
に
よ
る
都
市
支
配
を
あ
げ
、
ま
た
シ
リ
ア
に
閲
し
て
は
ヨ

I
ロ
V

パ
人
(
十
字
軍
)
の

影
響
を
指
摘
し
て
い
る
〔
切
釦
岳
民
営

F
N
S
l
H
S
。
し
か
し
本
稿
の
考
察
に
よ
れ
ば
、

十
字
軍
の
シ
リ
ア
侵
入
(
一

O
九
八
〉
や
セ
ル
ジ
ュ
ー

ク
朝
の
ハ
ラ
ブ
支
配
(
四
七
九
/
一

O
八
六
)
以
前
に
、
す
で
に
ハ
ラ
ブ
の
カ
ル
ア
が
支
配
者
の
操
黙
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
理
論
が
嘗
て
は
ま
ら
な
い
た
め
か
、
バ
カ
ラ
ク
は
ハ
ラ
ブ
に
お
い
て
は
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
時
代
に
カ
ル
ア
が
支
配
者
の
接
貼

と
な
っ
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
述
べ
な
い
〔
切
R
E
E
n
y
H
問
。
|
戸
〕
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
バ
カ
ラ
ク
が
あ
ま
り
考

バ
カ
ラ
ク
は
、

慮
し
な
か

っ
た
マ
デ
ィ

l
ナ
内
の
朕
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
黙
に
閲
し
て
ソ
バ
ジ
ェ
は
、
支
配
者
と
市
民
と
の
聞
の
緊
張
が
高
ま
っ
た

こ
と
を
カ
ル
ア
の
援
貼
化
の
理
由
に
奉
げ
て
い
る
が
、
具
鐙
的
な
誼
援
を
暴
げ
て
論
註
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

3
2
4お
2
5
B
H
E
N〕。

そ
こ
で
、
市
民
の
動
き
を
具
鐙
的
に
見
て
い
く
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
十
ー
十
二
世
紀
の
シ
リ
ア
都
市
民
の
活
動
に
つ
い
て
は
す
で
に
研

本
稿
の
封
象
と
す
る
時
期
の
ハ
ラ
プ
に
限
っ
て
言
う
と
カ
l
エ
ン
の
与

g
と
ハ
l
ベ
マ
ン
回
同
耳
目
印
ロ
ロ
が

- 83一

究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、

(

お

)

包
括
的
な
研
究
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
者
は
イ
ラ
ク
・
イ
ラ
ン
地
域
を
も
劉
象
と
す
る
贋
い
覗
野
に
立
っ
た
研
究
で
あ
る
字
面
、
個
々
の
事
例

に
つ
い
て
は
不
正
確
な
記
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
後
者
は
シ
リ
ア
を
重
黙
的
に
扱
い
、
具
鐙
例
を
か
な
り
詳
し
く
由
挙
げ
た
上
で
全
践
的
な

問
題
に
つ
い
て
論
争
し
て
い
る
が
、
J

円・

(UE
と

ω冨
を
用
い
て
い
な
い
黙
に
不
満
が
残
る
。
以
上
の
黙
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
雨
者
の
成
果
を

支
配
者
の
援
貼
が
際
立
っ
た
針
比
を
見
せ
る
マ
ン
ス
l
ル
政
権
時
代

訂
正
し
補
い
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
。

(一

O
O八
ま
た
は
O
九
l
一
六
)
と
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
時
代
(
一

O
二
五
|
一

O
八
O
〉
で
あ
る
。

そ
の
際
に
取
り
上
げ
る
の
は

307 
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1 

マ
ン
ス

l
ル
政
権
時
代

三
一
九
九
ま
た
は
四

O
O
/
一
O
O八
1
0九
年
に
ル
ウ
ル
ウ
が
設
す
る
と
、
息
子
マ
ン
ス

l
ル
が
ア
ミ

l
ル
位
を
繕
い
だ
。

統
治
は
住
民
の
反
感
を
買
っ
た
ら
し
く
、

「
ハ
ラ
ブ
の
人
々
丘
・
恒
巳
由
主
ミ
ロ
ロ
の
多
く
は
彼
を
嫌
い
、

マ
ン
ス

l
ル
の

(
弘
)

ア
ブ
ル
ハ
イ
ジ
ャ

l

〉
ゲ
ロ
白
「
出
国
丘
町

を
望
ん
だ
。

ハ
ラ
ブ
地
方

g-包
伺
と
与
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る

B
E仏
与
町
キ
ラ
l
ブ
百
一
与
族
の
ア
ミ

l
ル
た
ち
も
同
様
で
あ
っ
た
」

〔
J
円・

(
U

出口

N
H
O
〕。

ア
ブ
ル
ハ
イ
ジ
ャ
ー
は
反
マ
ン
ス

l
ル
涯
の
呼
び
掛
け
に
麿
じ
て
、

ま
ず
マ
イ
ヤ

i
フ
ァ

I
リ
キ
l
ン

宮

azpユ
企
ロ

マ
ル
ワ

l
ン
家
の
ア
フ
マ
ド
〉

f
g包
ゲ
・
富
三
者
帥
ロ
か
ら
約
二

O
O騎
の
軍
勢
を
得
た
後
、

流
し
て
ハ
ラ
ブ
へ
向
か
ア
た
。
し
か
し
、
マ
ン
ス

l
ル
は
フ
ァ

I
テ
ィ
マ
朝
の
援
軍
を
得
る
と
と
も
に
、
キ
ラ
l
ブ
族
に
イ
ク
タ
l
の
授
興
な

ど
種
々
の
利
権
を
拘
束
し
彼
ら
を
ア
プ
ル
ハ
イ
ジ
ャ
ー

か
ら
離
反
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
の
結
果
ア
ブ
ル
ハ
イ
ジ
ャ
ー
は
敗
れ
て
コ
ン

へ
赴
き
、

キ
ラ
l
ブ
族
の
ア
ミ

1
ル
た
ち
と
合

以
上
の
よ
う
に
、
反
マ
ン
ス

l
ル
勢
力
の
中
に
は
「
ハ
ラ
ブ
の
人
々
」
す
な
わ
ち
ハ
ラ
ブ
市
民
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
軍
事
力
の
中
心

- 84-

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

l
プ
ル
ヘ
亡
命
し
た
〔
ペ
・
の
回
目
白
?
ー
ロ
u
N
出
口
同
¥
H
S
I
M
C
O
〕
。

は
ア
ブ
ル
ハ
イ
ジ
ャ

l
と
キ
ラ
l
プ
族
の
連
合
軍
で
あ
り
、

ハ
ラ
ブ
市
民
が
こ
の
戦
闘
に
閲
興
し
て
い
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

危
機
を
脱
し
た
マ
ン
ス

I
ル
は
フ
ァ

l
テ
ィ
マ

朝
の
軍
隊
を
追
い
、返
し、

キ
ラ
l
ブ
族
に
封
す
る
拘
束
を
破
棄
す
る
。
彼
の
違
約
に
劃
し
て

キ
ラ

I
プ
族
は
戦
い
に
訴
え

マ
ン
ス

l
ル
側
は
劣
勢
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は

一
計
を
案
じ
、
講
和
の
交
渉
と
偽
っ
て
キ
ラ

1
ブ
族
の
ア
ミ

〔本
稿

h

七
八
|
七
九
〕。

自
己
宮
門
田
島
自
由
と
呼
ば
れ
る
要
人
を
自
分
の
宮
殿
に
お
び
き
寄
せ
て
一
網
打
壷
に
す
る
(
四

O
二
・
二

そ
の
後
二
年
聞
は
、

-
二
八
/
一

O

ー
ル
や
ム
カ
ッ
デ
ィ
マ

一
一
一
・
六
・
一
一
一
)

キ
ラ
l
ブ
族
と
マ
ン
ス

l
ル
の
聞
に
小
さ
な
戦
闘
が
生
じ
た
も
の
の
後
者

の
優
勢
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
四

O
五
・
一

プ
族
が
彼
の
下
に
結
集
す
る
と
再
び
緊
張
が
高
ま
る
。

-
一
/
一

O
一
四
・
七
・
二

に
サ

l
リ
フ
日
ブ
ン
H

ミ
ル
ダ

1
ス
が
脱
獄
し
、

ま
ず
、

キ
ラ
ー

マ
ン
ス
l
ル
の
配
下
で
あ
る
サ
l
ヒ
ブ
た
ち

zf与
一
が
グ
ラ
l
ム
軍
を
率
い

て
出
撃
し
、

キ
ラ
l
プ
族
の
キ
ャ
ン
プ
回
ケ
古
-
丘
公
的

-f--る
を
略
奪
し
男
女
子
供
あ
わ
せ
て
五

O
人
を
捕
ら
え
て
ハ
ラ
ブ
に
戻
っ
た
〔
J

へ・



g
n
N
H
H
|
む
u
N
F
H
¥
M
O
T
O
ω
〕
。
緒
戦
の
勝
利
に
カ
を
得
た
マ
ン
ス

l
ル
は
、

キ
ラ
l
プ
族
に
劃
し
て
決
戦
を
挑
ん
だ
。

そ
の
時
の
様

子
が
次
の
よ
う
に
停
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
マ
ン
ス
l
ル
は
〕
彼
の
軍
隊
古
ロ
仏
を
集
め
、
彼
が
力
を
輿
え
た
同

g
w
g同
ス
l
カ
回
目
・
包
官
・
ア
ウ
バ

l
シ
担
当

E
佐
・
キ
リ
ス
ト

数
徒
曲
目
白
口
同
制
円
削
巳
ミ
・
ユ
ダ
ヤ
人
同
ナ
可
c
r
E
に
劃
し
て
、
自
分
と
と
も
に
出
陣
し
ハ

I
ス
ィ
ド
丘
同
ピ
-
司
♂
正
の
地
へ
行
っ
て
サ
l

リ
フ
と
戦
う
こ
と
を
強
制
し
た
色
N

回
目
白
。
同
年
二
・
二
一
/
一

O
一
四
・
八
・
一
二
木
曜
の
日
渡
後
に
彼
は
出
渡
し
た
。
:
・
中
略
:
・
夜

が
明
け
る
と
ア
ラ
ブ
と
針
面
し
、
雨
者
の
聞
に
戦
い
が
起
こ
っ
た
。
彼
の
兄
弟
と
彼
ら
と
と
も
に
い
た

一
国
が
敗
走
し
急
い
で
ハ
ラ
ブ
ヘ

入
っ
た
。
残
り
の
人
々

g
eヨ
阻
止
a

ロ
営
も
敗
走
し
、

〔
キ
ラ
l
プ
族
の
〕
剣
が
彼
ら
を
捕
ら
え
た
。
彼
ら
の
う
ち
約
二
O
O
O名
の

男
が
殺
さ
れ
た
。

マ
ン
ス
l
ル
H

ブ
ン
H

ル
ウ
ル
ウ
と
サ
l
リ
ム
日
ブ
ン
H

ム
ス
タ
フ
ァ

1
ド
及
び
賂
校
た
ち

ρ
己
認
当
包
¥
や
グ
ラ
l
ム

た
ち
の
有
力
者

dqipr
の
一
圏
が
捕
え
ら
れ
た
〔
J

円
・
の
固
い

N
H
Y
ぇ・
N
E
H
H
¥
N
8
1
0
8
0

以
上
と
は
別
に
、

サ
l
リ
フ
が
放
っ
た
問
者
の
言
葉
と
し
て
「
彼
の
軍
隊
ぶ
岳
民
の
大
部
分
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
キ
リ
ス
ト
敬
徒
か
ら
成
る
」

ま
た
「
軍
隊
〆
共
同
門
の
大
部
分
と
約
二

O
O
O名
の
ア
l
ン
マ
た
ち
丘
¥
担
当
唱
曲
目
の
歩
兵
H

と
ロ

- 85ー

〔N
回一

H
¥
N
O
品
〕
と
い
う
情
報
が
あ
り
、

が
殺
さ
れ
た
L

〔N
出
い
と
N
C
U
〕
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

」
れ
ら
の
記
述
か
ら

マ
ン
ス

l
ル
が
キ
リ
ス
ト
教
徒

ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
異
数
徒

や
ア
l
ン
マ
・
ス

I
カ
・
ア
ウ
バ

l
シ
と
呼
ば
れ
る
人
々
を
戟
に
駆
り
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
三
者
が
具
盤
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々
を
意

味
す
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

ス
ー
ヵ

・
ア
ウ
バ

l
シ
と
い
う
語
は
「
な
ら
ず
者
」

「
群
衆
」
と
い
う
よ
う
な
一
意
味
合
い
で
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、

一
般
を
指
す
の
が
普
遁
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
義
か
ら
考
え
て
、
彼
ら
は
ハ
ラ
ブ
市
民
に
属
す
る

ハ
お
)

マ
ン
ス

l
ル
が
彼
ら
に
「
力
を
輿
え
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
か
見
返
り
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

(

お

)

一
方
で
彼
は
「
戦
う
こ
と
を
強
制
し
た
」

の
だ
か
ら
、
彼
ら
は
自
設
的
に
戦
闘
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
ア

I
ン
マ
は
置
く
「
庶
民
」

人
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
上
記
の
よ
う
に
マ
ン
ス

I
ル
は
捕
え
ら
れ
る
が
、

ハ
ラ
プ
そ
の
も
の
は
彼
の
兄
弟
ア
ブ
ル
ジ
ャ
イ
シ
〉

E
弘
山
ミ
岳
が
確
保
し
、

309 

サ
l
リ
フ
と
の
聞
で
和
解
の
交
渉
が
持
た
れ
る
。
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彼
ら
(
キ
ラ
l
プ
族
)
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
使
簡
を
交
わ
し
、

ル
ジ
ャ
イ
シ
側
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち

B
同
∞
広
三

F
B
E
同
冨
一
司
巳
与

5
5
〉
ゲ
副
主

'
F
3
r
が
和
解
の
相
談
と
そ
の
確
定
の
た
め
に
出
か

ア
ブ
ル
ジ
ャ
イ
シ
を
そ
の
確
定
の
相
手
と
し
た
。

ハ
ラ
ブ
市
民
の
ア
ブ

け
た

0

・
:
中
略
:
・
彼
ら
は
無
瞳
な
言
葉
で
語
り
、

に
つ
い
て
相
談
し
ろ
」
。

サ
l
リ
フ
が
彼
ら
に
劃
し
て
求
め
た
篠
件
に
反
劃
し
た
。
彼
は
彼
ら
か
ら
こ
の
こ
と
を

「
我
々
の
聞
で
事
態
が
決
裂
す
る
前
に
、
お
ま
え
た
ち
の
ア
ミ
l
ル
に
舎
っ
て
私
と
話
し
合
う
べ
き
篠
件

そ
こ
で
彼
ら
は
立
ち
あ
が
り
ム
ル
タ
ダ
ッ
ダ
ウ
ラ
〔
H

マ
ン
ス

l
ル
〕
の
と
こ
ろ
へ
入
っ
た
。
:
・中
略
・:
彼
ら

感
じ
取
る
と
彼
ら
に
言
っ
た
。

は
雨
者
の
聞
を
往
復
し
績
け
、

ま
た
ハ
ラ
ブ
に
入
っ
て
ア
ブ
ル
ジ
ャ
イ
シ
と
相
談
し
績
け
た
。
そ
し
て
、

よ
う
や
く
こ
の
件
は
サ
l
リ
フ

と
の
聞
で
確
定
し
た
〔
N
出口

H
b
g
1
3。

完
全
に
は
履
行
せ
ず
、
再
び
キ
ラ
1
0フ
族
と
戦
闘
扶
態
に
な
る
。

こ
の
交
渉
の
結
果
マ
ン
ス
l
ル
は
四

O
五
・
二
・
二
二
/
一

O
一
四
・
八

・
二
二
に
稗
放
さ
れ
ハ
ラ
ブ
に
戻
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
は
拘
束
を

マ
ン
ス

1
ル
側
は
ピ
ザ
ン
ツ
一
帝
園
の
援
軍
を
得
て
一
時
有
利
に
戦
う
が
、
サ

- 86ー

ー
リ
フ
は
マ
ン
ス
l
ル
の
不
誠
買
さ
を
皇
帝
に
訴
え
て
同
園
軍
を
引
き
揚
げ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
〔
ペ
・
ゎ
回
一
回
ω〕
。
こ
の
窮
地
の
中
で

マ
ン
ス
l
ル
が
カ
ル
ア
の
ワ
l
リ
ー
で
あ
る
フ
ァ
ト
フ
を
更
迭
し
よ
う
と
し
て
逆
に
カ
ル
ア
を
占
接
さ
れ
、
結
局
亡
命
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
〔
本
稿
υ

七
九
|
八

O
〕。

以
上
の
経
過
か
ら
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
キ
ラ
l
ブ
族
と
の
和
卒
交
渉
に
際
し
て
、

マ
ン
ス
l
ル
側
の
代
表
園
は
ハ
ラ
ブ
市
民
に
属
す

マ
ン
ス
l
ル
が
市
民
の
一
部
と
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ハ一フ

る
人
物
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
も
、

代
表
で
あ
り
、

ブ
を
め
ぐ
っ
て
争
う
雨
陣
営
聞
の
交
渉
に
市
民
が
開
興
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
が
、
彼
ら
の
立
場
は
あ
く
ま
で
も
マ
ン
ス

I
ル
側
の

(

幻

)

そ
れ
以
上
の
積
極
的
な
動
き
は
見
せ
て
い
な
い
。

木
簡
の
回
目
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、

ハ
ラ
ブ
住
民
の
大
多
数
は
マ
ン
ス
l
ル
を
嫌
っ
て
い
た
。

し
か
し
反
マ
ン
ス
l
ル
涯
の
ハ
ラ
ブ
市
民
は
外

部
の
軍
事
力
に
頼
る
と
い
う
形
で
し
か
反
抗
し
得
ず
、
そ
の
抗
争
の
中
心
は
軍
事
力
を
持
っ
た
キ
ラ
l
ブ
族
で
あ
っ
た
。

一
方
マ
ン
ス
l
ル
側

に
つ
い
て
い
た
市
民
も
積
極
的
・
主
韓
的
な
活
動
を
見
せ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の
吠
態
や
マ
ン
ス

1
ル



と
の
関
係
が
、
後
者
が
マ
デ
ィ
l
ナ
内
の
宮
殿
に
住
ん
で
い
た
背
景
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
支
配
者
が
カ
ル
ア
を
嬢
貼
と
し
た
ミ
ル
ダ
l
ス

ハ
お
)

朝
時
代
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
黙
は
一
一
暦
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

2 

、
ル
ダ
l
ス
朝
時
代

四
一
五
・
九
・
一
七
/
一

O
二
四
・
一
一
・
一
一
二
、

サ
l
リ
フ
日
プ
ン
日
ミ
ル
ダ
l
ス
は
大
軍
を
率
い
て
ハ
ラ
プ
に
到
着
し
、

書
記
官
片
山
)

い
戦
闘
が
績
い
た
後
、

ス
ラ
イ
マ
l
ン
〉
冨
冨

g
O
R
ω
己
品
目
削
ロ
ゲ
・
叶
同
省
内
回
に
委
ね
て
い
た
先
遣
陵
と
合
流
し
て
マ
デ
ィ

I
ナ
を
包
園
し
た
。
五

O
日
蝕
り
激
し

ア
プ
ル
ム
ラ
γ
ジ
ャ

I
H
サ
I
リ
ム

H
プ
ン

H
ム
ス
タ
フ
ァ
l
ド

〉ゲロ同-・冨己円同]]町田

ω同
ロ
ヨ
ゲ

-
E
S
S
E仏
、
が
市

壁
の
門
を
聞
き
、

サ
l
リ
フ
を
マ
デ
ィ
l
ナ
に
迎
え
入
れ
た
。

こ
の
後
サ
l
リ
ム
は
ハ
ラ
プ
の
ラ
イ
I
ス
職
民
帥
問
問
司
曲
目
白
げ
に
任
じ
ら
れ
、

ア
フ
ダ

1
ス
の
指
揮
権
を
公
認
さ
れ
た
〔
の
ち
g
H
H
O
U
出

2
m
g
g
R
S〕。
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ア
フ
ダ
1
ス

与

E
P
は
「
若
者
」
を
意
味
し
、
十
ー
十
二
世
紀
の
シ
リ
ア
諸
都
市
に
お
い
て
は
特
定
の
市
民
集
圏
を
指
し
て
使
わ
れ
る
。

ま
た
ラ
イ
l
ス

g
d
は
「
頭
」
を
意
味
す
る
語
で
、
ア
フ
ダ
I
ス
の
指
導
者
・
都
市
民
の
代
表
者
と
し
て
史
料
に
登
場
す
る
。
彼
ら
は
か
な

り
の
軍
事
力
を
有
し
、
そ
れ
を
背
景
に
マ
デ
ィ
l
ナ
内
の
秩
序
を
維
持
す
る
任
務
に
就
き
、
都
市
内
の
行
政
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
ま

た
支
配
者
に
軍
事
力
を
提
供
し
て
報
酬
を
得
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
外
来
の
支
配
者
が
都
市
を
め
ぐ
っ
て
戦
う
場
合
に
、
そ
こ
の
ア
フ

ダ
l
ス
の
動
き
が
戦
闘
の
結
果
を
左
右
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
〔
の
与
g
日
間
|
陸
u

凶
向
耳
目

g
R
口品
-
H
E
l
p
H
N
ω
|
ω
3。
以
下

で
は
、
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
時
代
の
ハ
ラ
ブ
に
お
け
る
ア
フ
ダ
l
ス
や
ラ
イ
l
ス
が
マ
デ
ィ
l
ナ
内
に
お
い
て
外
来
の
支
配
者
と
封
抗
し
得
る
存
在

で
あ
り
、
支
配
者
が
カ
ル
ア
を
援
黙
と
し
た
原
因
と
な
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

)
 

-
1
 

(
 

ア
フ
ダ
I
ス
と
ラ
イ
1
ス

311 

こ
の
時
期
の
ハ
ラ
ブ
の
ラ
イ
I
ス
と
ア
フ
ダ
l
ス
が
そ
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
ハ
ラ
プ
の
政
治
史
に
大
き
な
影
響
を
興
え
た
こ
と
は
、
す
で
に
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先
行
研
究
の
中
で
具
瞳
例
を
奉
げ
て
一
示
さ
れ
て
い
る
〔
出
国
語

B
E
R
g
-
g
u
の
与

g
H
5
1弓〕。

人
数
に
つ
い
て
も
漠
然
と
し
た
数
字

で
は
あ
る
が
、
多
く
て
も
一

0
0
0人
程
度
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
太
田
一
三
五
〕
。

し
か
し
、

ア
フ
ダ
l
ス
が
こ
の
よ
う
な
軍
事

力
を
持
ち
得
た
理
由
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
出
身
の
人
々
で
構
成
さ

れ
て
い
た
か
を
考
え
て
み
る
。

ま
ず
彼
ら
の
指
導
者
た
る
ラ
イ
1
ス
の
サ

I
リ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
父
ム
ス
タ
フ
ァ

I
ド
は
サ
イ
フ
ッ
ダ
ウ
ラ
に
仕
え
た
グ
ラ
1
ム

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
自
身
は
、
「
賞
賛
さ
れ
る
名
士
た
ち
ベ
百
ロ
か
つ
有
名
な
賂
軍
た
ち
門
官
割
当
包
の
一
人
で
あ
る
」
と
俸
え
ら
れ
、
前

述
の
ハ
l
ス
ィ
ド
丘
の
戦
い
で
マ
ン
ス
l
ル
と
と
も
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
〔
本
稿
一
八
五
〕
、
マ
ン
ス
l
ル
政
権
の
下
で
活
躍
し

た
有
力
軍
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彼
の
館
円
山
町
は
マ
デ
ィ
l
ナ
北
西
部
の
ザ
ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ン
色
B
N
と

E
E
街
匡
〔
の

E
Z
¥

ハM
U
)

に
あ
り
、
そ
こ
に
は
ハ
ン
マ
ー
ム
も
附
属
し
て
い
た
と
い
う
。

d
〈
F
H同
}
凶
い

C
m
w
w
]戸
O
U〕

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
燭
れ
ら
れ
て
い
な
い
貼
を
含
め
て
詳
し
く
見
て
お
く
。

サ
i
リ
フ
は
、

- 88ー

木
簡
の
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
サ
1
リ
ム
が
サ
l
リ
フ

u
プ
ン
H

ミ
ル
ダ
l
ス
か
ら
ラ
イ
l
ス
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘

カ
ル
ア
を
包
圏
攻
撃
中
に

「
サ
I
リ
ム
を
ハ
ラ
ブ
に
任
命
し
毛
色
宙
、
そ
こ
に
お
け
る
ラ
イ
l
ス
職

同日

g
と
ア
フ
ダ
l
ス
に
射
す
る
指
揮
擢

g
包
-
B同
を
彼
に
興
え

(
却
)

た

」

。

ハ

ラ

ブ

を

離

れ

て

パ

レ

ス

チ

ナ

へ

時

戦

す

る

際

に

サ

l

リ

フ

は

、

サ

l

リ

ム

と

自

そ
し
て
四
二
ハ
・
四
・
三
/
一

O
二
五
・
六

分
の
書
記
ア
プ
l
マ
ン
ス
l
ル

n
ス
ラ
イ
マ
l
ン
に
カ
ル
ア
攻
撃
を
任
せ
て
い
る
〔
刊
の
E
H
E
f
∞
叶
・
町
一
宮

HC¥勾
∞
〕
。
こ
の
後
、

カ
ル
ア

に
龍
城
し
た
フ
ァ

1
テ
ィ
マ
朝
の
カ
ル
ア
の
ワ

1
リ
I
H
マ
ウ
ス

1
フ
呂
田
4
5民
と
の
和
卒
交
渉
で
は
、

こ
の
ス
ラ
イ
マ
I
ン
と
と
も
に
サ

ー
リ
ム
も
保
拘
に
調
印
し
そ
の
履
行
を
誓
約
し
て
い
る
〔
同
・
の
固
い
い
山
町
〕
。
こ
の
よ
う
に
、

マ
デ
ィ

I
ナ
が
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
に
引
き
渡
さ
れ
た

後
も
、

フ
ァ

1
テ
ィ
マ
朝
と
の
戦
闘
・
交
渉
の
雨
面
に
お
い
て
サ
l
リ
ム
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に

」
の
サ
l
リ
ム
が
率
い
た
集
圏
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

先
行
諸
研
究
の
う
ち
、

彼
ら
の
出
自
に
つ
い
て
の
具
睦
的
な
言
及
は

N
同日
h
]

阿国同
h
N
ω
h
w

に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

ザ
ッ
カ
ー
ル
は

ア
フ
ダ
I
ス
の
中
に
は
サ

l
リ
ム
と
同
じ
よ
う
な
グ
ラ
I
ム
兵
士
が
含
ま
れ
て
い



た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、
彼
が
そ
の
根
操
と
し
て
一
示
す
の
は
サ

1
リ
ム
の
経
歴
の
み
で
あ
り
、
確
責
な
誼
援
に
基
づ
い
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
次
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。

サ
l
リ
フ
H

ブ
ン
H

ミ
ル
ダ
l
ス
が
マ
デ
ィ

l
ナ
を
包
囲
し
て
い
る
時
に
、

フ
ァ

1
-
ア
ィ

マ
朝
の
マ
ウ
ス

1
フ
が
サ

1
リ
ム
を
疑
っ
て
殺
害
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
劉
し
次
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ハ
ム
ダ
l
ン
朝
の
グ
ラ
l
ム
た
ち
包

-mE目
印
ロ
曲
目
・
恒
回
目
昏
E
U
Q回
・
市
民
間
正
包

-z-包
か
ら
成
る
一
圏
古
田
仰
が
が
彼
の
下

に
集
ま
り
、
彼
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
我
々
の
魂
は
あ
な
た
の
下
に
あ
り
含

E
E
E、
我
々
は
全
員
あ
な
た
の
味
方
で

Z
-
E
あ

な
た
に
服
属
し
ゲ
ミ

5

3含
u
ア
}
内
田
あ
な
た
の
命
令
に
支
配
さ
れ
て

B
E
S白
ロ
え
い
ま
す
」
。
彼
と
そ
の
一
圏
は
、
す
ぐ
さ
ま
武
装
し

F
E白
白
色

Eazf
駄
獣
に
跨
が
っ
て
、

ハ
ラ
ブ
の
マ
デ
ィ

l
ナ
の
諸
門
の
う
ち
の
キ
ン
ナ
ス
リ
I
ン
と
い
う
名
の
門
へ
向
か
い
、

そ
れ
を

聞
い
て
サ
I
リ
フ
の
下
へ
出
て
行
っ
た
。
そ
し
て
マ
デ
ィ

l
ナ
の
人
々
の
一
圏

Y
B仰
向
担
問
匡
弘
-
B包円
E
に
劃
す
る
安
全
保
護
曲
目
町
口

を
取
り
つ
け
た
〔
ペ
・
の
回
目
立
。
〕
。

こ
の
よ
う
に
、

サ
l
リ
ム
に
忠
誠
を
誓
っ
て
と
も
に
行
動
し
た
の
は
、
武
装
し
た
ハ
ラ
ブ
市
民
と
グ
ラ

1
ム
で
あ
る
。

「
ア
フ
ダ
I
ス
」
と

- 89ー

こ
の
す
ぐ
後
に
サ

1
リ
ム
が
ア
フ
ダ
l
ス
の
指
揮
穫
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
ア
フ
ダ
l
ス

と
ほ
ぼ
同
一
の
集
圏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
彼
ら
の
中
に
グ
ラ

l
ム
と
い
う
軍
人
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
従
来
ア
フ

い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、

ダ
ー
ス
の
出
自
は
た
だ
漠
然
と
「
中
下
層
民
」
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で

あ
る
。
ま
た
四
三
二
/
一

O
一
二
一
|
三
二
年
に
サ
l
リ
ム
が
ナ
ス
ル
一
世
に
劃
し
て
反
範
を
企
て
た
時
に
も
、
彼
の
下
に
結
集
し
た
ア
フ
ダ
l

〔国印

4
2
gロ
ロ
リ
戸
品

1
5
u
(
U田
宮
ロ
リ
忠
〕
、

こ
れ
は
貴
重
な
情
報
で

ス
は
武
装
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
〔
N
回
一
宅
医
汗
回
、
H
J

町
一
互
い
ぞ
句
。
〕
。

一
般
市
民
の
み
が
集
ま
っ
て
で
き
た
集
圏
で
は
な
く
、
奮
支
配
者
層
で
あ
る
ハ
ム
ダ

l
ン
朝
の
有
力
グ
ラ
I
ム

軍
人
の
下
に
グ
ラ
l
ム
兵
土
と
一
般
市
民
が
合
流
し
て
形
成
さ
れ
た
武
装
集
圏
で
あ
っ
た
。
ハ
ラ
ブ
の
支
配
者
に
針
抗
し
得
る
ほ
ど
の
軍
事
力

(
m
U
〉

を
ア
フ
ダ
l
ス
と
ラ
イ
l
ス
が
持
ち
得
た
運
由
の
一
つ
は
、
こ
の
黙
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ハ
ラ
ブ
の
ア
フ
ダ

I
ス
は

313 
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(ii) 

騒
乱
時
に
お
け
る
ア
フ
ダ
l
ス
の
行
動

て
い
る
〔
の
与
g
h
E

H斗
U
E
S巾
S
S
R
H
N
f
太
田
二
ニ
五
|
三
七
〕
。

ミ
ル
ダ
l
ス
朝
時
代
の
ア
フ
ダ
!
ス
が
支
配
者
聞
の
ハ
ラ
ブ
争
奪
戦
に
介
入
し
た
り
、
彼
ら
の
遠
征
に
参
加
し
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ

し
か
し
マ
デ
ィ

1
ナ
内
で
の
活
動
に
つ
い
て
具
鐙
例
の
分
析
を

イ
ブ
ヌ
ル
ア
デ
ィ
l
ム
が
彼
ら
を
非
難
し
て
い
な
い

試
み
た
研
究
は
無
い
。
彼
ら
が
公
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
す
る
ハ

l
ベ
マ
ン
の
根
擦
は
、

と
い
う
こ
と
と
、
ラ
イ
l
ス
の
サ
l
リ
ム
が
支
配
者
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
貼
で
あ
り
〔
同
ミ
四
日
目
ロ
い

H
H
F
5
0〕、

や
は
り
具
陸

性
に
乏
し
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
騒
範
時
の
ア
フ
ダ
l
ス
の
行
動
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
彼
ら
の
性
格
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、

、
ル
ダ

1
ス

朝
時
代
に
お
け
る
ア
フ
ダ
l
ス
が
か
か
わ
っ
た
騒
範
の
事
例
を
の
同

r
S
H
E-
口
一
回
同
4
m
B
E
R
g
-
8
を
補
い
な
が
ら
年
代
順
に
示
す
。

a 

四
二
三
/
一

O
三
二
年

ラ
イ
l
ス
の
サ
l
リ
ム
は
ナ
ス
ル
一
世
に
反
凱
を
企
て
、

ア
フ
ダ
l
ス
と
な
ら
ず
者

E
ベ
を
率
い
て
カ
ル

- 90ー

ア
攻
撃
に
向
か
う
。

シ
プ
ル
ッ
ダ
ウ
ラ
川
ナ
ス
ル
は
、
多
人
数
を
率
い
て
彼
が
進
撃
し
て
き
た
こ
と
を
知
る
と
、
彼
と
戦
う
た
め
に
自
ら
出
撃
し
馬
に
乗
っ
て

む
か
つ
て
行
っ
た
。
彼
(
ナ
ス
ル
〉
を
見
る
と
ハ
ラ
ブ
の
人
々

国-・恒白
E
E出
、
ロ
ロ
は

彼
を
祝
福
し

内回同‘国語]白
ey
ロ
彼
に

寝
返
っ
て

〔
サ
l
リ
ム
日
〕
イ
プ
ン
日
ム
ス
タ
フ
ァ

1
ド
の
館
を
攻
撃
し
た
。

そ
の
後
サ
1
リ
ム
は
カ
ル
ア
に
拘
留
さ
れ
、
そ
の
館
は
略
奪
を
受
け
た
〔
N
回
一
回
¥
N
品。〕。

ハ
ラ
ブ
奪
還
を
目
指
す
シ
マ
l
ル
ら
を
ハ
ラ
ブ
の
人
々
回
目
・
伺
色
白
ゲ
ミ
ヨ
ロ
は
一
旦
追
い
返
す
が
、

b 

四
三
三
l
三
四
/
一

O
四
二
年

彼
ら
と
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
の
人
々
回
ナ

BaEHFHV白
と
の
聞
に
争
い
が
生
じ
、
壁
方
か
ら
死
者
が
出
て
、

略
奪
さ
れ
る
。

ハ
ラ
ブ
の
人
々
は
シ
マ

l
ル
を
呼
び
寄
せ
、

政
府
の
穀
倉
岳
品

w

目-・
2
1
E
が

マ
デ
ィ
l
ナ
の
ワ
l
リ
!
と
市
民
白
E
巳
・
自
主
目

E
は
降
伏
す
る
。
四
三
三

・

六

・二
八
/
一

O
四一

l
リ
ー
ら
は
寵
城
し
、

シ
マ

l
ル
が
マ
デ
ィ
l
ナ
に
入
り
ア
フ
ダ
l
ス
が
彼
に
合
流
す
る
。

フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
の
カ
ル
ア
の
ワ

ハ
ラ
ブ
の
人
々
は
カ
ル
ア
を
攻
撃
し
た
〔
N
固
と
自
ア
白
〕
。



シ
マ

I
ル
の
ハ
ラ
プ
放
棄
と
フ
ァ

1
テ
ィ
マ
朝
軍
の
進
駐
に
際
し
て
騒
凱
が
生
じ
る
が
、
ア
フ
ダ

I
ス
と
フ

ァ
1
テ
ィ
マ
朝
軍
の
協
力
の
も
と
で
治
安
が
維
持
さ
れ
る
〔
後
述
〕
。

d

四
五
二
/
一

O
六

O
年

マ

フ

ム

I
ド
が
ハ
ラ
プ
を
狙
う
。
ア
フ
ダ

1
ス
が
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
ワ

1
リ
l
の
マ
キ

1
ヌ
γ
ダ
ウ
ラ

冨
田
古
口
問
デ
宏
司
芯
に
報
酬
を
要
求
す
る
が
後
者
は
支
梯
い
を
拒
否
。
そ
こ
で
ア
フ
ダ
l
ス
は
彼
に
反
抗
し
て
マ
フ
ム

l
ド
に
使
者
を
迭
る
。

(

担

)

マ
フ
ム

l
ド
が
接
近
す
る
と
ハ
ラ
プ
市
民
各
一
司
包
与
は
と
・

ω「
同
円
以
冨

c
a
g
g
E
色
E
E
d
q
F
と

F-位
同
ケ
宏
司
芯
の
館
を
襲
い
、

(

お

)

は
逃
亡
す
る
。
襲
撃
者
の
中
に
は
お
そ
ら
く
ア
フ
ダ

l
ス
が
含
ま
れ
て
い
た
〔
N
固
い
と
目
。
〕
。

c 

四
四
九
/
一

O
五
八
年

人

e 

四
五
七
・
二
/
一

O
六
五
・
一
ー

ア
テ
ィ

l
ヤ
は
ア
フ
ダ

l
ス
と
イ
プ
ン
ハ

l
ン
H
V
ロ
阿

Q
E
の
ト
ル
コ
人
三
同
停
軍
国
を
率

い
て
遠
征
し
、

師
、
還
後
「
イ
ブ
ン
ハ

I
ン
が
ハ
ラ
ブ

〔
の
マ
デ
ィ

l
ナ
〕
に
入
っ
た
。

ハ
ラ
プ
の
人
々
巴
・
司
色
目
立
可
可
ー
ロ
ロ
と
ア
テ
ィ

l
ヤ
は

彼
を
恐
れ
た
。

ア
テ
ィ

1
ヤ
は
ハ
ラ
ブ
の
ア
フ
ダ

l
ス
巳
ゐ
f
仏

ar
白
山
口
問
匡
一
司
と
与
を
彼
ら
に
け
し
か
け
た
図
的

rr。
そ
こ
で
ア
フ
ダ

- 91ー

ー
ス
は
ト
ル
コ
人
を
夜
襲
し
、
イ
ブ
ン
ハ

l
ン
は
逃
亡
す
る
〔
N
E
H
H
¥
N
8
〕。

四
六
二
/
一

O
七

O
年

f 

セ
ル
ジ
ュ

1
ク

ω同ご
E
朝
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め

マ
フ
ム

l
ド
は
フ
ト
バ
で
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
ハ
リ
l
フ

ァ
の
名
を
唱
え
さ
せ
る
。

マ
デ
ィ

l
ナ
の
有
力
者
と
ア
フ
ダ

l
ス
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
が
、

人
ん
べ
え
・
口
智
や
ア

l
ン
マ
白
て
削
ヨ
自
白
は
反

抗
す
る
〔
後
述
〕
。

ア
フ
ダ

l
ス
が
車
濁
で
略
奪
行
震
を
働
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
例
は

e
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
市
民
や
ア
テ
ィ

l
ヤ
が
ト

(
川
品
)

ル
コ
人
軍
圏
に
劃
し
て
恐
怖
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
朕
況
下
で
の
行
震
で
あ
り
、
略
奪
か
ら
得
る
利
盆
だ
け
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
。
史
料
の
上
か
ら
は
、
略
奪
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
行
動
を
ア
フ
ダ

1
ス
が
と
っ
た
と
い
う
例
は
見
嘗
た
ら
な
い
。
ま
た
、
ア
フ
ダ
ー

ス
と
彼
ら
以
外
の
一
般
市
民
の
動
き
が
比
較
で
き
る
例
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
南
者
の
行
動
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

a
で
は
、
ナ
ス

(

お

)

ル
一
世
の
委
を
見
た
一
般
市
民
が
ラ
イ
l
ス
の
サ

l
リ
ム
を
襲
っ
て
お
り
、

f
の
例
で
も
一
般
市
民
と
は
逆
に
ア
フ
ダ

I
ス
は
フ
ト
バ
の
嬰
更

ア
フ
ダ

I
ス
が
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
に
反
抗
す
る
態
度
を
示
し
マ
フ
ム
l
ド
が
接
近
し
て
き
て
は

315 

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た

d
に
お
い
て
も
、
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じ
め
て
市
民
は
略
奪
行
震
に
走
っ
て
お
り
、
雨
者
の
行
動
に
ず
れ
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
貼
を

一一
層
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
比
較
的
情
報
量

の
多
い

c
と
f
の
事
例
を
取
り
上
げ
詳
し
く
見
る
こ
と
に
す
る
。

〔
事
例
C

〕
四
四
八
/
一
O
五
六
年
に
プ
ワ
イ
フ
朝
の
有
力
軍
人
ア
ル
バ
サ
l
ス
ィ
1
リ
!
と
・
凶
器
宮
町
一
ヨ

が
イ
ラ
ク
を
追
わ
れ
て
ラ
フ

バ

何回

f
g
に
至
り
そ
こ
を
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
か
ら
奪
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
嘗
時
の
ハ
ラ
ブ
の
支
配
者
シ
マ
l
ル
と
甥
の
ア
テ
ィ

ー
ヤ
や
他
の
キ
ラ
l
ブ
族
の
聞
に
争
い
が
生
じ
た
。
こ
の
混
蹴
を
牧
拾
し
か
ね
た
シ
マ
l
ル
は
、
代
わ
り
の
土
地
と
交
換
に
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝

そ
こ
で
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
の
マ
キ
l
ヌ
ッ
ダ
ウ
ラ
"
イ
ブ
ン
ム
ル
ヒ
ム
昌
弘
巳
口
白
ケ
丘
三
曲
目
ロ

(

日

初

)

冨
ロ
-
E
B
が
赴
き
、
四
四
九
・
一
一
・
二
六
/

一
O
五
八

・
一
・
二
四
シ
マ

I
ル
は
彼
に

ハ
ラ
ブ
を
引
き
渡
し
た
。
こ

の
時

ハ
ラ
ブ

に
滞
在
し

て
い
た
ア

ル
ム

ア
イ
ヤ
ド
が
興
味
深
い
記
録
を
残
し
て
い

る
。
彼
の
記
述
に
よ
っ
て
事
態
の
推
移
を
追
っ
て
み
よ
う
。

に
ハ
ラ
ブ
を
明
け
渡
そ
う
と
申
し
出
る
。

彼
〈
シ
マ
l
ル
)
は
〔
フ
ァ
l
テ
ィ
マ

朝
政
府
と
〕
書
簡
を
交
わ
し
、
ハ
ラ
ブ

の
園
A
丘町

に
駐
留
さ
せ
る
シ

フ
ナ
印
宮
吉
田
を
要
求
し
、
そ

れ
〈
ハ
ラ
プ
)
と
そ
の
カ
ル
ア
の
明
け
渡
し
を
そ
れ
(
シ
フ
ナ
)
に
射
し
て
完
全
に
途
行
す
る
こ
と
を
停
え
た
。

し
か
し
そ
の
明
け
渡
し
に
闘

わ
る
事
項
を
ど
の
よ
う
に
賀
行
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
彼
は
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
。

マ
デ
ィ

l
ナ
そ
の
も
の
ロ
白
内
印
巳
・
目
立
一
-M

ロ回

- 92ー

の
中
に
お
い
て
は
、

ア
フ
ダ
l
ス
と
呼
ば
れ
る
一
涯
の
者
官
唱
ヨ
が
そ
の
支
配
者
自
注
停
よ
り
も
そ
れ
を
よ
く
支
配
し
同

g
g
r
c、
そ

の
ワ

I
リ
ー
よ
り
も
よ
く
そ
れ
を
掌
握
し
て
い
る
白

E
E
E
E己的
。

彼
ら
と
マ
グ
リ
ブ
人

主
-
B国側一}戸
川町
渉
担

(フ

ァ
1
テ
ィ

マ
朝
)
と
の

聞
に
は
昔
か
ら
惜
し
み
と
反
目
が
存
在
し
、
そ
の
眼
は
眠
っ
て
お
ら
ず
借
金
は
決
済
さ
れ
て
い
な
い

〔

ωγ向
U

H
吋
N
〕。

こ
の
よ
う
に
、

シ
マ
l
ル
は
ハ
ラ
ブ
の
マ
デ
ィ

1
ナ
と
カ
ル
ア
の
明
け
渡
し
を
約
束
し
た
が
、
彼
の
同
意
だ
け
で
は
そ
れ
が
無
事
行
な
わ
れ

る
保
謹
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
理
由
は
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
支
配
を
嫌
う
ア
フ
ダ

1
ス
が
マ
デ
ィ

l
ナ
を
質
質
的
に
支
配
し
て
い
た

こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
フ
ダ
l
ス
の
抵
抗
を
避
け
る
た
め
に
、

フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
側
は
次
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
。

ハ
ラ
ブ
に
留
ま
る
と
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に

イ
ラ
ク
軍
(
ア
ル
バ
サ
l
ス
ィ
l
リ
l
箪
)

そ
し
て
彼
ら
は

〔
ハ
ラ
ブ
に
〕
近
附
く
と
、

へ
の
援
軍
と
い
う
名
目
で
到
来
す
る

自
分
た
ち
の
サ

I
ヒ
ブ
た
ち

2
f
g
に
贈
ら

〔
と
偽
つ

た
〕
軍
隊
同
て

g
r
R
が
通
り
か
か
っ
た
。



れ
た
ス
ル
タ
I
ン
(
ハ
リ
1
ファ

u
ア
ル
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル
己
主

5
5守
)
|
|
ア

v
ラ
l
ょ
、
そ
の
王
園
を
永
績
さ
せ
給
え
|
|
の
賜
衣

r
r己
負
担
を
含
む
擢
威
の
誼
ザ

ε官
を
彼
ら
(
ア
フ
ダ
l
ス
〉
に
劃
し
て
掲
げ
た
。
〔
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
軍
は
〕
ア
フ
ダ
l
ス
に
劃
し
て
、

彼
ら
に
封
抗
す
る
自
分
た
ち
の
武
器

g
ロ
官
の
強
さ
を
知
ら
せ
、
自
分
た
ち
に
従
う
た
め
に
マ
デ
ィ

1
ナ
包
ケ
己
主
の
外
に
出
て
く
る

こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
彼
ら
(
ア
フ
ダ
l
ス
)
が
そ
の
よ
う
に
す
る
と
、

彼
ら
に
劃
し
て
門
を
閉
じ
彼
ら
が
そ
こ
に
入
る
の
を
妨
げ
る
者

が
諸
門
に
配
置
さ
れ
た
〔
ω
冨
口
口
N
〕。

フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
軍
は
通
過
を
装
っ
て
ハ
ラ
ブ
に
接
近
し
た
上
で
、
賓
は
駐
留
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
ハ
リ
l
フ
ァ
の
賜
衣
な
ど
を
示
し

て
明
ら
か
に
し
た
。
不
意
を
つ
か
れ
た
ア
フ
ダ
l
ス
は
相
手
の
軍
勢
の
大
き
さ
を
知
り
、
抵
抗
を
諦
め
て
マ
デ
ィ

1
ナ
の
外
へ
出
て
フ
ァ
l
テ

ィ
マ
朝
寧
に
投
降
し
た
の
で
あ
る
。

ア
フ
ダ
l
ス
の
抵
抗
を
か
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

(

幻

〉

人
々
巳
・
が

B
目
白
が
ア
フ
ダ

1
ス
の
投
降
と
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
寧
の
準
駐
を
知
る
や
、
マ
デ
ィ

1
ナ
内
に
騒
観
が
生
じ
、
シ
マ
l
ル
は
カ
ル
ア

に
避
難
し
た
。
騒
範
朕
態
の
中
で
ア
ル
ム
ア
イ
ヤ
ド
は
フ
ァ

1
テ
ィ
マ
朝
の
支
配
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
と
数
宜
を
行
な
い
、
最
終
的
に
は
進

駐
軍
が
歌
喜
の
う
ち
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
〔
ω
宮
山
口
ω
|斗
ω〕。

こ
こ
ま
で
は
フ
ァ

I
テ
ィ
マ
朝
側
の
計
略
が
成
功
し
、

ス
ン
ナ
涯
を
奉
じ
る

- 93-

ア
ル
ム
ア
イ
ヤ
ド
は
宗
教
的
劃
立
に
騒
乱
の
原
因
を
求
め
、
自
分
の
数
宣
に
よ
っ
て
そ
れ
が
鎮
ま
っ
た
と
い
う
黙
を
強
調
し
、
そ
れ
以
外
の

ハ
ラ
プ
に
入
ア
た
軍
隊
も
「
勝
者
の
軍
陵
」
白
て
白
井
向
田
ナ

情
報
を
俸
え
て
く
れ
な
い
。

B
8
4口
同
と
あ
る
だ
け
で
、
果
た
し
て
ア
フ
ダ
l
ス
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
か
否
か
は
明
確
で
は
な
い
。

ィ
マ
朝
に
投
降
し
て
マ
デ
ィ

1
ナ
外
に
出
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
騒
範
の
主
曲
目
は
彼
ら
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
夜
に
再
び
生

こ
の
聞
の
ア
フ
ダ
l
ス
の
動
き
も
不
明
で
あ
り
、

し
か
し
ア
フ
ダ
l
ス
が
フ
ァ

1
テ

じ
た
事
件
に
際
し
て
は
、
ア
フ
ダ
l
ス
の
動
き
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
。

彼
ら
(
駐
留
軍
〉
が
マ
デ
ィ

l
ナ
に
入
っ
た
夜
、
心
中
で
は
一
方
は
他
方
を
死
の
よ
う
に
恐
れ
な
が
ら
も
、
南
部
隊
(
フ
ァ
I
テ
ィ
マ
朝
と
ア

フ
ダ
l
ス
)
が
互
い
に
合
流
し
た
停
宮
口
忠
弘
九
回
ユ
ρ
ミ
ロ
。

317 

彼
ら
は
ま
る
で
、
ア
ッ
ラ
ー
が
完
全
な
る
そ
の
書
物
の
中
で
「
彼
ら
は
圏
結
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し
て
い
る
と
お
ま
え
は
思
う
だ
ろ
う
が
、
そ
の
心
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
」

〔
『
ク
ル
ア
l
ン
』
五
九
/
一
四
〕
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
如
く

で
あ
っ
た
。

〔
シ
マ
l
ル
H

〕
イ
プ
ン
H

サ

1
リ
フ
が
い
る
寝
室

g
R
A邑

で
火
の
手
が
あ
が
る
と
い
う
事
件
が
生
じ
た
。

デ
ィ
I
ナ
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
人
々
回

-br
に
は
こ
の
〔
火
災
に
閲
す
る
〕
情
報

企
凶
g
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
聞
に
叫

び
撃
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
闇
夜
の
中
で
耳
を
失
っ
た
騒
乱
回
「
皆
ロ
白
色

s
g
g
B削
切
に
も
う
少
し
で
創
が
振
り
お
ろ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
如
く
に
。
「
そ
の
夜
は
暗
く
陵
長
た
ち

E
E佐
は
相
争
う
。
首
が
無
事
で
あ
っ
た
も
の
は
す
な

:
・
中
略
・
:
マ

そ
の
時
、

わ
ち
勝
利
し
た
の
だ
」
。

至
高
な
る
ア
ッ
ラ
ー
の
お
か
げ
で
、

(
お
)

ハ
ラ
ブ
の
ア
フ
ダ
l
ス
た
ち
の
脚
が
イ
カ
l
ル
ピ
ρ
己
や
シ
カ
1
ル
印
y
z
w己
で
縛
ら
れ
て
愚
か

な
こ
と
に
至
ら
な
か
司
た
。
彼
ら
は
員
夜
中
に
私
に
騒
け
寄
り
、
命
じ
ら
れ
る
通
り
に
賀
行
す
ベ
く
、
自
分
た
ち
が
行
な
う
べ
き
こ
と
に

つ
い
て
私
に
尋
ね
た
。
そ
こ
で
私
は
彼
ら
を
祝
福
し
、
市
街
の
掌
握
門
ぽ
ー
と
ケ
己
主
と
寧
陵
と
し
て
の
警
備

宮
内
哨
同
て
白
井
氏
U
Q
同
を

命
じ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
自
分
の
魂
に
自
分
た
ち
を
避
難
さ
せ
、
そ
の
心
の
恐
怖
を
静
め
た
。
彼
ら
は

「
我
々
の
財
産

2
2巳
や
女
性

- 94ー

た
ち
ゲ
由
同
日
目
と
と
も
に
、
我
々
は
あ
な
た
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
〔
ω冨
い
ロ
ω〕。

買
は
こ
の
火
事
は
シ
マ

l
ル
自
身
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
〔
ω
昌
一
口
ω〕
、

が
停
わ
ら
ず

マ
デ
ィ

I
ナ
内
は
混
凱
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

夜
で
あ
る
こ
と
も
手
停
っ
て
一
般
市
民
に
は
情
報

々
の
騒
凱
朕
態
を
響
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
耳
を
失
っ
た
騒
範
」

と
は
正
確
な
情
報
を
得
ら
れ
ず
に
不
安
に
騒
ら
れ
た
人

一
方
引
用
文
の
回
目
頭
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
フ
ダ
l
ス
と
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
寧
の
聞
に
は
不
信

感
が
存
在
し
た
。
さ
ら
に
ア
フ
ダ
l
ス
が
愚
行
に
走
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
ア
ル
ム
ア
イ
ヤ
ド
が
感
謝
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
も
こ
の
よ
う
な

騒
範
朕
態
に
お
い
て
は
暴
動
に
加
わ
る
可
能
性
を
持
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
フ
ダ
1
ス
は
動
揺
を
見
せ
つ
つ
も
、
自
分
た
ち
の
財
産

や
女
性
を
守
る
た
め
に
治
安
維
持
の
役
目
を
果
た
し
た
。

「
マ
デ
ィ
l
ナ
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
人
々
と
・ロ削ど

が
叫
び
盤
を
あ
げ
て
混
飢
し
て

い
た
の
と
は
針
照
的
で
あ
る
。



四
六
二
・
一

O
/
一
O
七

0
・
七
、
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
ア
ル
プ
ア
ル
ス
ラ
ン

E
V
〉同

m-E
が
シ
リ
ア
方
面
に
準
出
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
入
手
し
た
ミ
ル
ダ

1
ス
朝
の
マ
フ
ム
l
ド
は
、
彼
の
攻
撃
を
か
わ
す
た
め
に
、

〔
事
例

f
〕

フ
ト
バ
}
岳
民
吾
同
に
お
い
て
ア

ヅ
バ
l
ス
朝
ハ
リ
l
フ
ア
H

ア
ル
カ
l
イ
ム
と
・
0
削バ
B
と
ア
ル
プ
ア
ル
ス
ラ
ン
の
名
を
唱
え
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

マ
フ
ム

l
ド
の
説
得
に

劃
し
て
マ
デ
ィ

I
ナ
の
有
力
者
た
ち
は
理
解
を
示
し
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。
し
か
し
賓
際
に
フ
ト
バ
が
唱
え
ら
れ
る
金
曜
日
に
な
る
と
、

(

ぬ

)

こ
の
襲
更
を
め
ぐ
っ
て
騒
動
が
生
じ
た
。

そ
の
翌
日
す
な
わ
ち
金
曜
日
に
な
る
と
、

ハ
テ
ィ

I
ブ

-F同
同
法
と
ム
ア
ッ
ズ
ィ
ン
た
ち
自
尺
包
}
己
主
ロ
ロ
ロ
は
〔
ア
γ
パ
1
ス
朝
の
色

で
あ
る
〕
黒
装
束
で

Za--m担
当
包
現
れ
た
。
彼
ら
を
見
る
と
人
々
白
ケ
ロ
訟
は
驚
い
た
。

ハ
リ
I
フ
ア

〔
u
ア
ル
カ
I
イ
ム
〕
と
ス
ル
タ

ー
ン
〔
H

ア
ル
プ
ア
ル
ス
ラ
ン
〕
の
名
が
唱
え
ら
れ
る
と
、
彼
ら
は
ジ
ャ
l
ミ
由
工
削
B
ぺ
ハ
曾
衆
モ
ス
タ
)
か
ら
逃
げ
出
し
た
。

別
の
金
曜
日
由
工
ロ
旨
〆
曲
目
・
g
w
V
H
仰
に
、

マ
フ
ム
l
ド
は
イ
プ
ン
ハ
l
ン
と
彼
の
率
い
る
オ
グ
ズ
己
目
的
}
巨
誌
を
ジ
ャ
l
ミ
の
門
の
前
に

並
ば
せ
て
言
っ
た
。

「
〔
フ
ト
パ
を
聞
く
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
〕

出
て
く
る
者
、

入
ら
な
い
者
は
誰
で
も
殺
せ
」
。

マ
デ
ィ

l
ナ
の
長

- 95ー

老
た
ち

B
E
E
-
w
r
巳・
σ曲
目
白
仏
と
ア
フ
ダ

1
ス
が
気
づ
き
、
略
奪
を
恐
れ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
マ
フ
ム

I
ド
に
禽

っ
て
「
我
々
に
と
っ

彼
ら
は
ジ
ャ
l
ミ
の
門
の
前
に
立
ち
、

て
オ
グ
ズ
は
不
要
だ
。

我
々
が
そ
れ
を
行
な
お
う
」

と
言
っ
た
。

つ
い
に
ハ
テ
ィ

I
プ
は
フ
ト

「
こ
れ
は
、

ア
l
ン
マ
巳
'
d
B
目
白
は
ジ
ャ

I
ミ
の
敷
物
を
占
援
し
て
言
っ
た
。

(ω
〉

ア
リ
l
H
ブ
ン
H
ア
プ

I
タ
l
p
ブ
‘
〉
ロ
ミ
j
}
y
k
r
E
H，
包
忌
の
敷
物
だ
。
そ
の
上
で
〔
人
々
と
・
ロ
官
が
〕
膿
奔
を
す
る

〔
し
か
し
〕

バ
を
行
な
い
人
々
と
・
ロ
官
は
瞳
拝
を
行
な
っ
た
。

た
め
の
敷
物
を
、

(
H
U
)
 

E
N
l
B〕。

ア
プ

l
バ
ク
ル
〉
冨
切
共
同
が
持
っ
て
来
る
べ
き
だ
」
。
人
々
は
暫
く
の
開
、
地
面
の
上
で
躍
奔
を
行
な
っ
た
〔
冨
N
H

ア
フ
ダ
l
ス
は
信
仰
に
関
わ
る
問
題
よ
り
も
ハ
ラ
ブ
の
安
全
を
選
ん
だ
。
最
初
の
金
曜
日
に
ジ
ャ

ー
ミ
か
ら
逃
げ
出
し
た
人
々
や
、
別
の
金
曜
日
に
ジ
ャ
l
ミ
の
敷
物
を
占
援
し
た
ア
l
ン
マ
と
呼
ば
れ
る
人
々
と
は
遣
い
、
大
局
的
か
つ
冷
静

マ
フ
ム

1
ド
が
躍
奔
を
強
制
す
る
た
め
に
動
員
し
た
ト
ル
コ
人
兵
士
を
排
し
て
、
彼
ら
が
監
親
の
任

マ
デ
ィ

l
ナ
の
有
力
者
た
ち
と
と
も
に
、

319 

な
剣
断
を
下
し
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
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務
に
つ
い
て
い
る
貼
も
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
騒
飽
中
に
お
け
る
行
動
の
分
析
を
通
し
て
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
時
代
の
ア
フ
ダ
l
ス
の
性
格
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る。

上
の
事
例
に
現
れ
た
彼
ら
の
行
動
の
主
目
的
は
、

ハ
ラ
ブ
の
安
全
と
治
安
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
彼
ら
は
現
質

的
か
つ
冷
静
な
行
動
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

ア
フ
ダ
l
ス
が
治
安
維
持
の
任
務
を
果
た
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
彼

ら
は
あ
く
ま
で
も
自
分
た
ち
の
財
産
や
女
性
を
守
る
た
め
に
行
動
し
た
の
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
支
配
者
や
他
の
一
般
市
民
と
封
立
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
騒
観
時
に
必
ず
治
安
維
持
に
嘗
た
る
わ
け
で
は
な
く
、
暴
動
に
参
加
し
て
マ
デ
ィ

1
ナ
内
を
混
飽
に
陥
れ
る

危
険
性
を
持
っ
た
存
在
で
も
あ
っ
た
。

一
方
事
例

c
・
f
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

ア
フ
ダ
l
ス
以
外
の
一

般
市
民
や
ア
l
ン
マ
と
呼
ば
れ
る
よ

う
な
人
々
こ
そ
が
、

騒
飽
朕
態
を
作
り
出
す
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

彼
ら
の
行
動
は
冷
静
さ
を
絞
い
て
お
り

ア
フ
ダ
l
ス
と
針
照
的
で
あ

る。

(

必

〉

ア
フ
ダ
l
ス
と
マ
デ
ィ

I
ナ
の
有
力
者
・
一
般
市
民
と
の
閥
係
な
ど
未
解
決
の
問
題
は
あ
ま
り
に
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
貼
に
つ
い
て
は
現

- 96ー

在
の
と
こ
ろ
十
分
論
じ
ら
れ
る
だ
け
の
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
本
稿
の
闘
心
に
即
し
て
言
え
ば
、
次
の
よ
う
な
結
論
が
導
き

マ
ン
ス

l
ル
政
権
下
に
お
い
て
、
ハ
ラ
ブ
市
民
は
軍
事
力
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
れ
、
支
配
者
か
ら
濁
立
し
た
動
き

出
せ
よ
う
。

を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
時
代
に
入
る
と
、

ア
フ
ダ
l
ス
の
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は
、
前
政

権
の
グ
ラ
l
ム
兵
士
を
含
み
、
必
ず
し
も
支
配
者
に
従
わ
ず
主
世
的
な
動
き
を
見
せ
る
集
圏
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
マ
デ
ィ

l
ナ
に
お
け
る
彼
ら

の
勢
力
は
、
ア
ル
ム
ア
イ
ヤ
ド
を
し
て
「
そ
の
支
配
者
よ
り
も
そ
れ
を
よ
く
支
配
し
」
て
い
る
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

軍
事
的
に
も
行
動
の
主
睦
性
に
お
い
て
も

一
般
市
民
と
は
一
線
を
劃
し
つ
つ
マ
デ
ィ

I
ナ
内
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
ア
フ
ダ
l
ス
が
支
配
者
の
脅

威
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
時
代
の
マ
デ
ィ

l
ナ
内
の
朕
況
は
マ
ン
ス

l
ル
政
権
時
代
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

マ
ン
ス

l
ル
が
マ
デ
ィ

l
ナ
内
に
宮
殿
を
構
え
、
他
方
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
諸
君
主
が
カ
ル
ア
を
按
黙
と
し
た
と
い
う
事

賓
の
背
景
と
し
て
、
ア
フ
ダ
1
ス
と
ラ
イ
l
ス
の
登
場
に
よ
る
支
配
者
と
都
市
住
民
の
緊
張
関
係
の
高
ま
り
と
い
う
マ
デ
ィ
l
ナ
内
に
お
け
る



朕
況
の
第
化
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

マ
デ
ィ
l
ナ
内
の
朕
況
の
検
討
を
通
じ
て
、

ハ
ラ
プ
の
カ
ル
ア
が
支
配
者
の
擦
貼
と
な
っ
て
い
た
背
景
を
考
察
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
以
上
の

議
論
は
事
賓
の
一
面
を
捉
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
と
く
に
マ
デ
ィ
l
ナ
内
の
扶
況
に
焦
馳
を
絞
っ
て
検
討
し
た
た
め
、
支
配
者
側
の
要
因
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
鍋
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
最
後
に
一
つ
だ
け
述
べ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
貼
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

、
ル
ダ
I
ス
朝
時

代
に
お
い
て
も
、

フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
の
直
接
統
治
期
に
は
マ
デ
ィ
l
ナ
と
カ
ル
ア
の
南
方
に
ワ

I
リ
ー
が
任
命
さ
れ
て
い
る
〔
表
二
〕
と
い
う

か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、

事
責
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
一
章
で
紹
介
し
た
ア
ル
ム
ア
イ
ヤ
ド
の
記
述
〔
九
二
|
九
四
ペ
ー
ジ
〕

ハ
ラ
プ
市
民
や
ア
フ
ダ
l
ス
が
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
の
支
配
を
と
く
に
好
ん
で
受
け
入
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
ミ
ル
ダ
l
ス
朝

の
君
主
た
ち
が
カ
ル
ア
を
援
貼
と
し
て
い
た
時
代
に
あ
え
て
マ
デ
ィ
l
ナ
に
ワ

I
リ
ー
を
置
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
原
因
は
、

フ
ァ

l
テ

- 97ー

ワ
l
リ
l
の
フ
ァ

I
テ
ィ
ク
が
暗
殺
さ
れ
た
〔
本
稿
口
八
一
一
〕
後
に
そ
れ
ま
で
一
人
で
あ
っ
た
ワ
l
リ

ー
が
カ
ル
ア
の
ワ

I
リ
!
と
マ
デ
ィ
l
ナ
の
ワ
l
リ
l
の
二
人
に
増
や
さ
れ
た
理
由
は
、

ィ
マ
朝
側
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ァ
l
テ
ィ
ク
が
濁
立
す
る
動
き
を
見
せ
た
こ
と
に

制
到
す
る
反
省
か
ら
カ
ル
ア
と
マ
デ
ィ

1
ナ
の
支
配
樺
を
分
離
し
た
こ
と
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
〔

ω
g
g
m
Z
E
S
H
H
S
ロ・

ω区〕。
ヤ」

y』

に
フ
ァ

I
テ
ィ
マ
朝
側
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
根
援
と
な
る
記
述
は
、
イ
プ
ヌ
ル
ア
デ
ィ
l
ム
の
著
作
に
ま
で
遡
れ

ハ
必
〉

る
が
、
簡
単
な
記
述
な
の
で
貫
際
に
ワ

1
リ
ー
た
ち
の
行
動
や
経
歴
を
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
ミ
ル
ダ
1
ス
朝
時
代
以
前
(
四
一
三
|
一
六
/
一

O
一
一
一
一
|
二
五
年
)
に
つ
い
て
見
る
と
、
カ
ル
ア
の
ワ
l
リ
ー
は
、
表
二
の
①
で
示
し
た

人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
③
に
示
し
て
あ
る
よ
う
に
「
ア
ッ
ザ
l
ヒ
ル
の
楼
威
下
に

B
5
企
宮
ご
と
注
記
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、

マ
デ
ィ
l
ナ
の
ワ
l
リ
ー
が
三
人
と
も
ク
タ
l
マ
族
の
有
力
者
で
あ
っ
た
の
と
は
封
照
的
に
、
カ
ル
ア
の
ワ
l
リ
l
は
二
人
と

ハ
リ
l
フ
ァ
と
の
親
密
な
関
係
を
想
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
マ

321 

も
ハ

1
デ
ィ
ム

r
E円
四
百
〈
宣
官
〉
と
い
う
肩
書
き
を
持
っ
て
お
り
、
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(
川
岨
〉

デ
ィ
l
ナ
の
ワ
l
リ
ー
か
ら
濁
立
し
て
ハ
リ
I
フ
ァ
に
直
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ミ
ル
ダ

1
ス
朝
時
代
の
例
を
見
ょ
う
。
四
二
九
l
三
三
/
一

O
三
八
|
四
二
年
に
ハ
ラ
プ
を
支
配
し
た
ワ

I
リ
ー
た
ち
は
す
べ
て
、
デ
ィ
マ

シ
ク
に
い
た
ア
ヌ
シ
テ
ギ
ン
日
ア
ッ
デ
ィ
ズ
ピ
リ
l
〉
ロ

Z
Z
F
E
己
目
口
町
立
ユ
ミ
一
一
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
彼
の
グ
ラ
I
ム
・
マ
ム
ル
l

ク
と
い
ア
た
身
分
で
あ
る
。
カ
ル
ア
と
マ
デ
ィ

l
ナ
の
ワ

l
リ
l
の
聞
に
主
従
閥
係
を
示
す
よ
う
な
記
述
は
無
く
、
雨
者
は
互
い
に
濁
立
し
て

(

必

)

ア
ッ
デ
ィ
ズ
ビ
リ
1
に
直
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ハ
リ
l
フ
ア
H

ア
ル
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル
が
ワ
l
リ
ー
を
置
い
た
と
す

る
イ
ブ
ヌ
ル
ア
デ
ィ

l
ム
の
記
述
〔
本
稿
ぃ
一

O
五
註
四
三
〕

は
不
正
確
で
あ
る
が
、
カ
ル
ア
と
マ
デ
ィ

I
ナ
の
雨
ワ
l
リ
l
の
関
係
に
閲
し

て
は
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
以
前
の
例
と
同
様
で
あ
る
と
言
え
る
。
最
後
の
四
四
九
l
四
五
二
/
一

O
五
八
|
六

O
年
の
例
は
、
カ
ル
ア
の
ワ
l
リ
I

に
閲
す
る
情
報
が
少
な
く
、
分
析
で
き
な
い
。

す
べ
て
の
事
例
に
つ
い
て
分
析
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
検
討
し
得
た
範
園
で
は
、

カ
ル
ア
の
ワ
1
リ
!
と
マ
デ
ィ
l
ナ
の

- 98ー

ワ
l
リ
l
は
互
い
に
濁
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ラ
プ
以
外
の
地
に
い
る
人
物
に
直
属
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝

の
進
境
に
位
置
す
る
ハ
ラ
ブ
の
支
配
樺
を
二
つ
に
分
割
し
、
ワ

l
リ
l
自
立
化
の
動
き
を
防
ご
う
と
し
た
ハ
リ
l
フ
ァ
や
ア
ッ
デ
ィ
ズ
ピ
リ
ー

の
一
意
一
園
を
そ
こ
か
ら
讃
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
が
あ
え
て
マ
デ
ィ

I
ナ
に
ワ
l
リ
ー
を
置
き
績
け
た
理
由
の
一
つ

ハ
日
目
〉

と
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
マ
デ
ィ
l
ナ
内
の
市
民
の
動
き
が

停
滞
し
た
と
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

本
稿
で
は
バ
カ
ラ
ク
の
翻
黙
に
絞
け
て
い
た
マ
デ
ィ

l
ナ
内
の
賦
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

な
っ
た
背
景
を
考
察
し
た
。
十
一
世
紀
初
頭
に
は
市
民
が
支
配
者
に
針
抗
し
う
る
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ハ
ラ
ブ
に
お
い
て
、

ハ
ラ
ブ
の
カ
ル
ア
が
支
配
者
の
接
貼
と

、
ル
ダ
l
ス

朝
時
代
に
入
る
と
奮
支
配
者
層
の
軍
人
・
兵
士
と
一
般
市
民
が
結
合
す
る
形
で
ア
フ
ダ
l
ス
の
活
動
が
活
設
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
支
配
者
に

と
っ
て
の
カ
ル
ア
の
重
要
性
は
増
大
し

ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
君
主
た
ち
は
そ
こ
を
接
貼
と
し
た
の
で
あ
る
。
十
二
世
紀
に
入
る
と
多
く
の
建
築

が
ハ
ラ
ブ
の
カ
ル
ア
に
行
な
わ
れ
は
じ
め
る
が

ハ
ラ
プ
の
カ
ル
ア
の
建
築
史
上
華
々
し
い
こ
の
時
代
は
、
十
一
世
紀
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と



表 2 ファーティマ朝下のハラプにおけるマディーナとカノレアのワ ーリー

waliの在任期間 wali/wali al-madina wali al-qal‘a 出 典

413.7/1022.10 ~ ;>afiyy al-dawla Mu¥:Jammad Yumn al-dawla Sa'ada Y.CH: 239 
4l4.1/1023.4 ①‘Aliyy (na?ir fi al-Sham) ①‘Aliyy (n昌平irfi al-Sham) ZH: 1/221 

②‘Aliyy b_ Ja'far (wazir， Kutama 族有 ②khadim 
力者〕の子 ③al-Zahir (khalifa)の構成下→FJif-任日不

③al-Zahir Ckhalifa)の構成下 明

414.1/1023.4 ~ Sanad al-dawla al-Hasan b. Muhammad ZH: 1/222 
415.4/1024.7 ① ? 

②Kutama族有力者，前 Afamiyyawali 
③在任中に病残

415.5/1024.7 ~ Sadid al-mulk Thu'ban b. Muhammad Maw号uf Y. CH: 246-48 
416.5/1025.6 ①al-Zahir (khalifa) gsaM山 lkTh山 n ZH: 1/222-23， 27， 
(;>ali¥:JがI;Ialabを ②前任者の兄弟，前 Tinniswali khadim (スラプ白人， al-¥:Jakimiyyの 29， 30 
征服) ニスバ〕

③al-Zahir (khaljfa)の権威下→;>ali¥:Jに
庭刑される

429.9/1038.6 ~ Raciyyal・dawlaBanjutikin ZH: 1/257， 61-62 
433.6/1042.2 ①al-Dizbiriyy (amir al-juy白sh Sabuktikin 
(Thim孟lがI;Ialab 在 Dimashq) ①al-Dizbiriyy (amir al・JUY白sh
を征服〕 @CDの ghulam 在 Dimashq)

③433.6/1042.2に降伏 @CDの mamluk
③434.2/1024.10に降伏

449.11/1058.1 ~ Makinal-dawla Ibn Mulhim (na'ib) Rukn al-dawla 1H: 215， 27-31， 35， 
452.8/1060.8 ①al-Mustan~ ir (khalifa) ①Ibn Mulhim他 (na'ibたち) 60， 61 
(Ma¥:Jm白dが ②Kutama族有力軍人 ② ? SM: 175 
I;Ialabを征服) ③撃すピザンツ戟に活限 ZH: 1/274-80 

。、
ol 

の
N
的

(注)表中の数字はそれぞれ①任命者②経歴③備考を示す。
特に注記の無い場合，任命者はハラプにいたことを示す。
特に注記の無い場合，カノレアのワ ーリーの在任期閲はマディーナのワーリーと同じ。
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次
に
本
稿
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
史
料
に
設
明
を
加
え
て
お
く
o

N
E
と
∞
吋
の
著
者
イ
プ
ヌ
ル
ア
デ
ィ

l
ム
(
五
八
八
|
六
六
O
/

一
一
九
二
|
=
=
公
乙
は
代
々
ハ
ラ
プ
の
カ
l
デ
ィ

l

色
合
を
輩

出
し
た
名
門
の
家
系
に
生
ま
れ
、
彼
自
身
も
ハ
ラ
プ
の
ア
イ
ユ

l
ブ

〉
ヨ
ロ
『
靭
君
主
ア
ル
ア
ズ
ィ

l
ズ
白
て
〉
N
同
N
(
在
位
・
六
一
一
一
一
ー
l
三

四
/
一
二
二
ハ
|
一
一
一
七
〉
と
ア
ン
ナ
l
ス
ィ
ル
曲
目
'
Z
S
F
円
(
在
位
日
六

三
四
l
五
八
/
一
二
三
七
|
六
O
〉
に
カ

l
デ
ィ
ー
や
ワ
ズ
ィ
l
ル

唱
民
可
と
し
て
仕
え
た
。
彼
は
こ
の
立
場
を
利
用
し
て
ハ
ラ
プ
に
関
す

る
史
料
を
収
集
し
、
大
部
な
ハ
ラ
プ
地
誌
・
人
名
齢
典
で
あ
る
回
、
『
を

著
し
た
。
こ
れ
は
完
全
に
は
俸
わ
ら
ず
、
現
存
の
寓
本
も
ほ
と
ん
ど
校

訂
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
部
分
的
に
校
訂
出
版
さ
れ
た
回
、
吋
・
〉

の
他
、
最
近
出
版
さ
れ
始
め
た
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版

∞
吋
・
司
玄
を
利
用

し
た
。
た
だ
し
後
者
は
部
分
的
に
し
か
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
イ
プ
ヌ

ル
ア
デ
ィ

l
ム
は
こ
の
人
名
僻
典
を
元
に
し
て
縞
年
鐙
の
ハ
ラ
ブ
史

N
Z
を
ま
と
め
た
。

以
上
の
よ
う
な
成
立
過
程
か
ら
、
か
な
り
後
世
の

作
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
の
著
作
は
ハ
ラ
プ
に
闘
し
て
は
最

も
ま
と
ま
っ
た
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は

N
品
E

T
包
l
N
品
目
白
・
T
2
2
.
2
日
Z
〉
同
¥
〉
宮
玄
J

何
回
ω

を
参

照。
十
一
世
紀
初
期
の
同
時
代
現
地
史
料
と
し
て
は
、
ヤ
フ
ヤ
l
u
ア
ル

ア
ン
タ
l
キ
l

(
三
七
O
/
九
八
O
頃
|
四
五
五
/
一
O
六
三
頃
)
の

年
代
記
J
R

・
0
由・
J
ヘ・田内〈

が
重
要
で
あ
る
。
彼
は
エ
ジ
プ
ト
生
ま
れ

の
キ
リ
ス
ト
数
徒
四
四
師
で
、
四
O
五
/
一
O
一
四
|
一
五
年
に
ア
ン
テ

ィ
オ
キ
ア
へ
移
住
し
た
。
そ
れ
以
前
に
奮
い
た
部
分
も
そ
こ
で
入
手
し

た
史
料
に
基
づ
い
て
改
訂
し
た
と
自
ら
述
べ
て
お
り
〔
J
R
・
保
〈
H
gー

ロ
〕
、
一
移
住
以
前
の
記
述
に
つ
い
て
も
か
な
り
信
績
が
お
け
る
と
考
え

ら
れ
る
。
校
訂
は
二
種
類
出
て
お
り
、

J

ヘ
・
同
ハ
〈
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い

る
が
囚
O
四
/
一
O
一
一
一
一
年
の
記
事
で
鯵
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
人
物
お

よ
び
著
作
に
つ
い
て
は
、
』
-
E
・
司
O
『
師
三
Y
叫

dr凶
じ
て
い
刊

S
H
N
2
s
h
H
3
F

町、
vwd
ミ
門
町
内
。
¥
州
、
R
H
~
H
し
可
制
守
・
句
。
.
邑
b
F
h
潟
、
b
r
-
N
〈
。
目
白
-
-
Cロ
Z
・
。
同

ζ
z
z
m
g
・
5
3
(
摩
位
請
求
論
文
)
が
参
考
に
な
る
。
特
に

一ーー

二
八
を
参
照
。

十
一
世
紀
牢
ば
に
活
躍
し
た
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
司
忠
百
曲
朝
の
数
宣

員
念
J

ア
ル
ム
ア
イ
ヤ
ド
H

フ
ィ
ッ
デ
ィ

l
ン
(
四
七
O
/
一
O
七
七

1

七
八
波
)
の
手
記
ω
ζ
に
は
、
ミ

ル
ダ
l
ス
朝
の
シ
マ

l
ル
が
統

治
し
た
時
期
の
北
シ
リ
ア
に
つ
い
て
、
他
の
書
物
に
は
見
ら
れ
な
い
著

者
の
陸
験
に
基
づ
く
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は

の
・
ロ
g
n
r
o
-
a
白
ロ
P
c
s
n
E
n
F
E
R
同
2
・
色
、
h
H
F
N
h
町
、
足
首
ド
命
誌
、
白
H
R
コ

印
〈
O
F
-
H
L
t
o
p
s
s
|
怠
-
ω
C司』
L
O
B
O
口
同
『
宮
内
同
戸
叫
に
を
参

照
の
こ
と
。

(
8
〉

の
E
r
o
¥
巧
E
r
に
お
い
て
も
同
様
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

ω
2
2
m
2
5
S
と
同
じ
議
論
を
繰
り
返
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の

で
、
後
者
と
一
括
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
パ
カ
ラ
ク
は
、
ハ
ラ

プ
の
事
例
に
関
し
て
は
前
者
に
依
議
し
て
い
る
〔
回
虫
V
R
R
V
H
N
U
0
・

ロ・申
〕。

(

9

)

内
容
は
ハ
ラ
プ
の
歴
史
と
地
誌
で
あ
る
。
こ
の
書
は
後
世
に
か
な
り

手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
著
者
お
よ
び
題
名
に
つ
い
て
も
異
論
が
あ

る
〔
太
田
敬
子

三
『
ロ
g
r
4ω
F
F
E
の
ア
レ

ッ
ポ
史
に
つ
い
て
の

研
究
」

『
オ
リ
エ
ン
ト
』
三
二
/
二

(
一
九
八
九
〉
九
O
l
一
O
二
山

ω
ω
巳
〈
担
問
2
・
=
』
い
な
H
U
2
4
2
町
、
V
3
h
R
M
・
-

n円

N
F
司
令
円
F
'門
UFS=。・

-101ー
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図。ヌ
o
c同

y
・
HSω
一
一
出
回
|
凶
〈
〕
。
な
お
こ
こ
に
翠
げ
た
ソ
パ
ジ
ェ
の

著
書
は
同
吉
田

-
ω
E
f
E
の
フ
ラ
ン
ス
語
謬
で
あ
る
。

(
m
N
)

ハ
ラ
ブ
の
地
誌
。
著
者
4
N
N

巳・

ι
z
pロ
ω
E
E邑
は
ハ
ラ
ブ

の
生
ま
れ
。
ハ
ラ
ブ
の
ア
イ
ユ

l
ブ
朝
に
仕
え
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
古
川
製

時
に
エ
ジ
プ
ト
へ
亡
命
し
(
六
五
九
/
二
二
ハ
一
〉
蛍
地
で
〉
」

2
を

執
筆
し
た
〔
0
・ω
oロ
L
o
-
-
J∞
Z
ω
Z
〉
ロ
ロ
〉
ロ

J
N
N

〉円、，
E

Z

〉
∞

c
.〉
切
り
〉
F
F
〉

z
g
d国
玄
玄
〉
ロ
回
.
a

〉
「
同
〉
F
1
国
〉
』

問、〉回
H
W
J

何円
ω
〕。

(
日
)
彼
が
用
い
な
か
っ
た
史
料
の
中
で
特
に
重
要
な
の
が
〈
.
門

U
F
Jヘ.

同
〈
で
あ
る
。

(
ロ
)
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
ザ
ッ
カ
ー
ル
が
史
料
聞
の
異
同
を
含
め
す

で
に
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
〔
N
長
宮
『
・
呂
町
〕
。

(
日
)
本
稿
で
は
、
ヒ
ジ
ラ
『
ニ

g
暦
の
月
名
も
ム
ハ
ッ
ラ
ム

ω
ナ
ヨ
ロ
ゲ
中

『E
B
月
を
第
一
月
と
し
漢
数
字
で
一
示
す
。

(
M
H
)

以
上
の
事
例
以
外
に
参
考
に
な
る
記
述
を
翠
げ
て
お
く
。
ま
ず
ミ

ル
ダ
l
ス
朝
時
代
の
詩
人
イ
プ
ン
ア
ピ

l
ハ
ス
ィ

l
ナ

-
Z
〉
古

河

3
gロ
帥
・
イ
ブ
ン
ハ
イ
ユ

l
ス
早
口
司

3
3切
の
詩
に
は
、
ミ
ル
ダ

ー
ス
朝
の
君
主
た
ち
が
カ
ル
ア
に
あ
っ
た
庚
聞
で
酒
宴
を
開
い
て
い
る

模
様
な
ど
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
具
健
闘
な
部
屋
の
様
子
は
十

分
譲
み
取
れ
な
い
〔
N
白
r
r
R
-
N
B〕。
ま
た
四
四

O
/
一
O
四
八
|

四
九
年
頃
に
ハ
ラ
プ
を
訪
れ
た
墜
師
イ
ブ
ン
ブ
ト
ラ
l
ン
与
国
国
口
正
ロ

は
「
そ
の
(
カ
ル
ア
の
)
上
に
は
一
つ
の
マ
ス
ジ
ド
ヨ
同
阻
止
仏
と
二
つ

の
致
合

E
ロ
目
白
血
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
〔
玄

p
q
N∞
ω
(
恒曲目白『)〕。

〉
S
A
H
S
に
よ
れ
ば
、
数
舎
の
一
つ
は
ミ
ル
ダ

I
ス
朝
時
代
に
曾
衆

モ
ス
ク
目
白
間
宮
島
右
自
勺
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
情
報
も
イ
プ
ン

プ
ト
ラ
I
ン
の
書
簡
に
援
っ
て
い
る
が
、
沼
田
に
は
記
さ
れ
て
い
な

'v 

(
日
〉
シ
マ

I
ル
が
「
ハ
ラ
ブ
に
館
内
回
日
を
建
て
た
〆
ヨ
白
3
」
と
あ
り
、

そ
こ
に
刻
ま
れ
た
詩
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
そ
の
館
の

郊
に
別
の
舘
を
所
有
す
る
よ
う
登
記
し

E
S
E
-阻止
E
、
そ
れ
は
イ

ブ
ヌ
ル
ア
デ
ィ

l
ム
の
時
代
に
は
恒
曲
目
白
山
自
己
・
当
凶
回
同
巳
ミ
の
向

か
い
側
に
あ
っ
た
〔
N
国

L
¥ミ
N
〕
。
こ
の
ハ
ン
マ
ー
ム
は
、
ジ
ャ
l
ミ

の
北
東
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
所
に
位
置
し
、
少
な
く
と
も
一
九
三

O
年

ま
で
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
〔
N
出
H
H
b
芯
ロ

-
Y
C
E
r
o
¥

巧
E
V
H
谷
町
口
0

・
5
3
0

(
日
)
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
諸
君
主
は
ベ
ド
ウ
ィ
ン
出
身
で
あ
り
、
そ
の
生
活

様
式
を
保
ち
績
け
た
と
さ
れ
て
い
る
〔
N
白
r
E土
田
|
∞
ω
〕
。
し
か
し

彼
ら
が
郊
外
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
過
ご
し
て
い
た
こ
と
を
一
万
す
記
述
は
見

蛍
た
ら
な
い
。
キ
ラ
1
.
フ
族
の
キ
ャ
ン
プ
が
ハ
ラ
ブ
郊
外
に
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
記
事
〔
ペ
・
の
回
日
目
三

N
E
H
H
¥
包
∞
〕
や
、
ミ
ル
ダ
l
ス

家
以
外
の
キ
ラ
l
プ
族
有
力
者
が
ハ
ラ
プ
郊
外
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
居
た

こ
と
〔
N
出口

N
b
N〕
は
、
史
料
中
に
散
見
さ
れ
る
。

(
ロ
)
し
か
し
行
政
機
能
が
す
べ
て
カ
ル
ア
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
《
同
富
山
口
〔
本
稿
日
七
七
事
例

a
〕
や

品
同
門
巳

2
1山
口
〔
N
出・

H
¥
自
由
〕
と
い
っ
た
行
政
機
関
と
思
わ
れ
る

施
設
が
マ
デ
ィ

l
ナ
内
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
。
ま

た
、
前
者
の
事
例
か
ら
マ
フ
ム

l
ド
の
書
記
ア
ブ
l
ナ
ス
ル
の
館
が
カ

ル
ア
外
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
テ
ィ

l
ヤ
の
ワ
ズ

ィ
l
ル
を
務
め
た
〉
『
口
巳
・
司

8
2
メ
-
U
Q・
F
・
JEM口
町
の
館
は
十

三
世
紀
に
は
と
目
玄
包
吋
曲
目
白
同
て
〉
匂
回
口
目
当
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
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〔
N
出
H
H
¥
N
S
一
〉
4
2
H
也
∞
〕
。

(
凶
)
〉
『
回
玄
ロ
ザ
回
目
白
色
円
、
ロ
凶
ロ
"
己
・
ω
若
田
ヨ
ー
同

-a』俗
円
『
喜
一
司
可
・
も
と

サ
イ
フ
ッ
ダ
ウ
ラ
に
仕
え
た
グ
ラ

l
ム
軍
人
。
サ
イ
l
ド
ッ
ダ
ウ
ラ

ω
叱
正
巳
・
念
d
q
g
の
死
後
、
そ
の
息
子
を
追
放
し
て
ハ
ラ
プ
の
支
配

権
を
渥
っ
た
〔
N
出
H
H
b
g
l
s
一
ω
目
。
。
円
H
N
0
・
芯
|
斗
由
〕
。
彼
も

ジ
ナ
l
ン
門
の
近
く
に
宮
般
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が

〔
N
Z
H
H
¥
H
S
〕
、
そ
れ
以
上
の
情
報
は
無
い
。
お
そ
ら
く
マ
ン
ス
l

ル
は
こ
の
父
の
宮
殿
を
相
鋪
相
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
四
)
こ
の
人
数
に
関
し
て
は
、
史
料
に
よ
っ
て
五

O
Oか
ら
一

0
0
0ま

で
の
異
同
が
あ
る
が
、
同
時
代
史
料
の
ヤ
フ
ヤ
ー
が
お
そ
ら
く
最
も
正

確
だ
ろ
う
〔
N
品
E
土
色
l
g
〕
。
い
ず
れ
に
せ
よ
か
な
り
の
人
数
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

(
却
)
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
ω
因
。
。
『
H
E
l
H
S
が
詳
し
い
。
N
品
宮
士

印
喧

ilmH
山
田

5
ロ
官
一
白
H
申
∞
?
ω
N
N
l
N
品
も
参
照
。

(
幻
)
四
一
五
/
一

O
二
五
年
に
サ
l
リ
フ
が
ハ
ラ
プ
の
マ
デ
ィ
i
ナ
に
入

っ
た
時
、
フ
ァ
I
テ
ィ
マ
朝
側
は
「
ア
ズ
ィ
I
ズ
ッ
ダ
ウ
ラ
H

フ
ァ
l

テ
ィ
ク
が
カ
ル
ア
に
接
績
し
て
自
己
g
包
E
r
-
-
H
1
』
包
ぽ
建
て
た
館
に

上
っ
て
箆
城
し
た
」
〔

J

「
・
の
回
目
立
∞
〕
と
あ
る
。

(
勾
)
四
一
五
l
一
六
年
の
例
は
前
註
を
参
照
。
四
三
四
年
の
例
は
N
E
H

]
戸

¥
N由
H

。

(
お
)
の
・
の
同
r
o
p
-
-
Y
向
。
ロ
〈
O
B
O
ロ
Z
H
U
O
間
百
】
包
ヨ
ω

伶
神
田
ロ
件
。
ロ
。
回
目
白
目
。

三
宮
庄
内
田
吉
田

F
曲
目
。
自
5
己
B
g
o
ι
ロ
自
0
3
ロ
帥
問
。
、.
H
I
E
-

h
s
r
s
日

(
H
8
8
一
N
N印
l
1
8
一
白
(
H
8
3
H
N印
1
8
・
N
a
l
g

(
の
同
町
一
g
と
略
〉
U
〉
・
白
血
〈
O
目
白
ロ
P
N
N
E
S
S
R
尚
南
令
市
町
・
回
目
門
戸
5
・

5
a
ハ
国
同
〈
冊
目
白
ロ
ロ
と
略
)
・
ま
た
太
田
敬
子
「
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
軍

隊
編
成
」
『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
二
五
・
二
六
(
一
九
八
六
)
日
二
六
|

四
八
(
太
田
と
略
)
に
も
部
分
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
十
一
世
紀
末

以
降
に
つ
い
て
は
開
・
〉
回
r
s
p
.
-
F
〆
品
目
宮
町
可
丘
町
。
ロ
ロ
同
宮
古
冊
。
ロ

ω
可
ユ
o
g
b《

r
b
A
『
曲
目
o
z
h
芯
帆
h
H
E
丸
町
内
町
民
匂
H
R
丸
帆
。
3
2
H
H
R
H
N
帆
∞
H

(
呂
町
罰
〉
日
誌
l
H
N
∞
(
〉
目
度
。
吋
と
略
〉
U
大
川
原
香
子
「
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

五
|
六
世
紀
の
ア
レ
ッ
ポ
に
お
け
る
都
市
自
治
に
つ
い
て
|
特
に
ラ
イ

l
ス
職
の
役
割
を
通
し
て
|
」
『
寧
祭
史
苑
』
二
九
〈
一
九
八
四

Y

二
七
l
四
九
(
大
川
原
と
略
〉
が
あ
る
。
な
お
E
2
0
日
目
ロ
の
利
用

に
際
し
て
は
、
菊
池
忠
純
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
す
。

(
M
〉
ハ
ム
ダ
l
γ
朝
サ
ア
ド
ッ
ダ
ウ
ラ
の
息
子
で
、
ル
ウ
ル
ウ
父
子
の
座

迫
を
受
け
て
ピ
ザ
ン
ツ
帯
閣
に
亡
命
し
て
い
た
。
ア
フ
マ
ド
H

プ
ン
日

マ
ル
ワ
l
ン
に
娘
を
嫁
が
せ
て
い
る
〔

J

「
・
の
回
二
N
H
T
N
E
H
H
¥
巴
∞

l
S
〕
。

(
お
)
マ
ン
ス

1
ル
が
亡
命
し
た
後
ユ
ダ
ヤ
人
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
が
略

奪
に
あ
っ
て
い
る
〔
ペ
・
の
出
H
N
H
T
N
Z
H
H
¥
N
C
U
〕
。
ま
た
亡
命
を

計
劃
し
た
ア
プ
ル
ハ
イ
ジ
ャ
ー
が
、
マ
ン
ス
l
ル
に
仕
え
る
キ
リ
ス
ト

数
徒
商
人
に
相
談
し
た
と
い
う
話
も
俸
え
ら
れ
て
い
る
〔
N
Z
リ
ミ
H
8

1
3
〕
。
マ
ン
ス

I
ル
は
非
ム
ス
リ
ム
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
m
m
)

カ
l
エ
ン
は
こ
れ
ら
の
人
々
が
ハ
ラ
プ
で
騒
飢
を
起
こ
し
た
B
E
5

と
し
て
い
る
が
、
不
正
確
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
事
件
を
四

O

六
年
と
し

J

へ
・
の
出
の
引
用
ベ

l
ジ
と
し
て
一
一
一

O
を
翠
げ
て
い
る
が

〔
の
陶
r
g
H
5
|
広
ロ
・
呂
、
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。

ハ
幻
)
商
者
の
聞
で
取
り
決
め
ら
れ
た
約
束
を
見
て
も
、
ハ
ラ
プ
市
民
が
こ
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の
争
い
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の
主
張
を
質
現
し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い

〔
J

ヘ
・
の
民

-
N
ロl
z
u
N
Z
H
H
¥
N
O白

c
d
。

(
お
)
マ
ン
ス
l
ル
を
追
い
出
し
て
ハ
ラ
プ
を
支
配
し
た
フ
ァ
ト
フ
に
封

し
、
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
は
代
替
地
を
輿
え
る
代
わ
り
に
ハ
ラ
ブ
の
カ
ル

ア
を
明
け
渡
す
よ
う
に
求
め
た
。
一
方
サ
l
リ
フ
は
、
自
分
と
協
力
し

て
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
を
排
除
す
る
こ
と
を
フ
ァ
ト
フ
に
提
案
す
る
。
フ

ァ
ト
フ
が
後
者
の
提
案
に
傾
い
て
い
る
こ
と
が
知
れ
わ
た
る
と
、
フ
ア

l
テ
ィ
マ
朝
の
支
配
を
望
む
ハ
ラ
ブ
市
民
同
乞
慣
と
与
が
カ
ル
ア
の

下
に
集
ま
り
暴
動

E
E
が
生
じ
た
。
結
局
、
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
軍
が

到
来
し
包
囲
す
る
中
で
、
フ
ァ
ト
フ
は
カ
ル
ア
を
明
け
渡
す
〔

J

円・

の
出

H
N
H
m
|広
三
N同
HH¥NH印
〕
。
ハ
ラ
プ
市
民
が
暴
動
と
い
う
形
で

政
治
的
な
主
張
を
示
し
、
支
配
者
に
一
定
の
影
響
力
を
奥
え
得
た
と
言

え
る
。
し
か
し
フ
ァ
ト
フ
の
決
断
を
促
し
た
最
大
の
要
因
は
、
フ
ァ

l

テ
ィ
マ
朝
軍
の
底
一
力
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
市
民
た
ち
が
そ
の
後
の
フ
ア

l
テ
ィ
マ
朝
の
支
配
に
も
影
響
を
輿
え
綬
け
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る。

(
却
〉
以
上
の
サ
l
リ
ム
に
関
す
る
情
報
は
、
特
記
し
た
も
の
以
外
は
切
斗
・

宣
伝
日
由

¥
ω
3
a
に
よ
る
。
ザ
ッ
カ
ー
ル
も
彼
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
が
、
ハ

l
ス
ィ
ド
丘
の
戦
い
に
関
し
て
は
燭
れ
て
い
な
い
〔
N
ω
r
E円

H

N
日由〕。

(
却
)
回
同
，
・司
玄
日
由
¥
印
吋
∞
・
こ
の
記
述
は
、
詩
人
ア
ル
マ
ア
ツ
リ
l

早

富
氏
陣
門
ユ
ヨ
ー
(
四
四
九
/
一

O
五
七
残
)
の
弟
子
で
あ
っ
た
イ
プ
ヌ
ル

ム
ハ
ッ
ザ
プ

同吉
弘
を
-
c
E
F
ι
『
与
〔
N
伊

区

白

円

H
5・
自
由
〕
の
著

作
か
ら
の
引
用
で
あ
る
〔
回
↓
・
2
孟
二
w
¥
臼
∞
。
〕
。
ほ
ぼ
同
時
代
の
史
料

に
接
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
信
用
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
こ
の
事
件
に

つ
い
て
ヤ
フ
ヤ
ー
は
単
に

「
ハ
ラ
プ
に
任
命
し
た
」
と
述
べ
る
だ
け
で

あ
る
〔
〈
・
の
回
二
N
h〕
。
デ
ィ
マ
シ
ク
の
記
述
で
は
、
こ
れ
以
前
の
部

分
で
ア
フ
ダ
l
ス
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
〔
ペ
・
の
同
日

NN吋
〕
、
彼
が
こ

の
用
語
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
少
し
妙
で
は
あ
る
。
し

か
し
∞
吋
の
記
述
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
況
〉
上
述
の
反
乱
の
結
果
サ

l
リ
ム
が
庭
刑
さ
れ
た
後
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
ハ
ラ
プ
に
お
け
る
ラ
イ
l
ス
と
ア
フ
ダ
l
ス
の
構
成
員
を
分
析
し

得
る
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
ハ
ラ
ブ
支
配
が

終
わ
る
四
七
二
/
一

O
八

O
年
に
現
れ
る
ア
ル
フ
タ
イ
テ
ィ

l

平

司
cg
u
Eヨ
、
以
前
に
ラ
イ
l
ス
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
こ
の
サ
l

リ
ム
だ
け
で
あ
る
〔
の

5
3
H
5
l口
一
回

S
O
B
E
T
S
-由自〕。

そ
れ
以
後
は
ザ
ン
ギ
l

N

E
同
一
ヨ
朝
が
ハ
ラ
ブ
を
支
配
す
る
一
一
一
一

0
年
代
末
に
至
る
ま
で
ラ
イ

I
ス
の
活
躍
が
縫
績
し
て
見
ら
れ
る

〔〉白
r
H
O円一

8
H
O
O
-
の
m
r
o
ロリ口
l
巴噌

E
2
0
B
g口
一

8
1
H
E
U

大
川
原
〕
。

(
担
)
こ
の
二
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
。
前
者
は
色
合
巳
・

ω富
田
と

い
う
肩
書
き
を
持
つ
。

(
お
)
直
接
ア
フ
ダ
l
ス
と
い
う
語
は
出
て
こ
な
い
。
襲
撃
に
参
加
し
た
人

物
と
し
て
閉
口
出
品
目
司
ω
J

H
r

ロ
同
-sNωmvユ司
u
J
H
r
口
・
〉
ロ
S
♂
日
『
回
同
-
-

z
z
z
と
い
う
四
名
の
名
前
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
百
ロ
・

品
目
可
可
と
い
う
名
は
同
年
末
に
シ
マ

l
ル
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
ア
フ

ダ
l
ス
の
中
に
も
見
え
る
〔
N
Z
H
q
N∞
ω
〕。

(
鈍
)
ト
ル
コ
人
軍
園
に
射
し
て
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
君
主
や
ハ
ラ
ブ
市
民
が
恐

怖
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
太
田
・
四

O
を
参
照
の
こ

ル」。
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〈
お
)
カ
l

エ
ン
は
事
例

a
の
曲
目
・
伺
同
F
Eヨ
口
ロ
を
ハ
ラ
プ
の
名
望
家
た

ち
目
o
s
z
g
と
誇
し
て
い
る
が
〔
の
曲
r
g
H
H白
〕
根
擦
を
明
示
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
引
用
ベ

l
ジ

N
Z
H
H
¥
N
2
も
誤
司
て
い
る

〔の曲目
HOロ
日
民
ロ
-
M
〕。

(
町
四
〉
こ
の
事
件
の
背
景
に
つ
い
て
は

p
r
E『
日
広
∞
l
H
E
を
参
照
。

な
お
カ
l
エ
ソ
は
四
五

O
年
と
し
て
い
る
が
〔
の
白
宮
口
一
広
〕
、
寅
際

は
四
四
九
年
の
出
来
事
で
あ
る
。

(
幻
〉
「
ア
l
ン
マ
の
方
が
ハ

l

ッ
サ
巳

s
r
z
g曲
よ
り
も
、
そ
の
行
局

(
ア
フ
ダ
l
ス
が
マ
デ
ィ
l
ナ
外
へ
出
た
こ
と
)
が
意
味
す
る
こ
と
に

つ
い
て
よ
り
よ
く
知
る
叱
B
E
r
-
-自
陣
ヨ
肖
邑
ロ
円
Z
'
rロ
よ
う
に

な
っ
た
」
〔

ω玄
日
ロ
N

〕
。
イ
ス
マ

l
イ
1
ル
源
の
用
語
法
で
は
、
ァ

l
ン
マ
は
ス
ン
ナ
波
信
徒
を
指
し
そ
の
針
義
語
で
あ
る
ハ

l

ッ
サ
は
イ

ス
マ

1
イ
l
ル
汲
信
徒
を
指
す
こ
と
が
あ
る
〔
司

-
U
R
Z
gロ
r
h
b

p
h
q
a
》
止
さ
号

g

ミ
占
守
兵
同
，
5
2・
5
∞H一
也

Z
-
H
E〕。

シ
l
ア
波
内
で
の
匿
別
は
不
明
だ
が
、
数
宣
員
で
あ
る
ア
ル
ム
ア
イ
ヤ

ド
は
こ
の
用
法
に
従
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
、

菟
原
卓
氏
か
ら
御
数
一
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

(
叩
却
)
車
数
形
は

.5巴
・
臼
E
E
-
で
、
ラ
ク
ダ
な
ど
の
脚
を
縛
る
紐
の
こ

'ζ

。

(
叩
抑
)
ハ
ム
ダ
I
ン
朝
時
代
以
来
ハ
ラ
ブ
で
は
十
二
イ
マ

l
ム
源
が
優
勢
で

あ
っ
た
。
政
治
的
に
は
サ
ア
ド
ッ
ダ
ウ
ラ
の
在
位
期
か
ら
フ
ァ

I
テ
ィ

マ
朝
の
宗
主
権
下
に
入
っ
て
い
た
の
で
、
フ
ト
パ
で
は
フ
ァ

1
テ
ィ
マ

朝
ハ
リ
1
フ
ァ
の
名
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
〔
司
・

ζ
・同
E
U
B
F
玄、吋
ro

p--同
0
3
r巳
-HOロ
白
百
〉
-o司
司

0
5
H
F
o
e
v
〉
-
E・¥HNHHM
〉
-
U
-

no口
同
巳
『

u¥J
見
芯
な

HhHAawhht
匂

HRR叫
帆

O
之内
WHEN肌
色
町
(
忌
吋
】
『

)
H
H
g

ー
芯

u
p
r
E円
H
M印
。

|
E〕。

ハ
ω

)

N
回目

UN¥尽
に
は
こ
の
言
葉
が
入
っ
て
い
る
。

(HU
〉
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は

N
E
H
M
¥
口
1
5
u
肉
、
円
日
∞
¥
H
S
l
g
(
四

六
三
年
の
項
)
に
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
記
連
か
見
ら
れ
る
が
、
ア

フ
ダ
l
ス
の
活
動
は
冨
N

に
の
み
現
れ
る
。
こ
の
時
バ
グ
ダ
ー
ド
か

ら
巳
・
N
ミ
szuミ
と
い
う
使
者
が
マ
フ
ム

l
ド
の
下
に
到
来
し
て
い

る
か
ら
、
バ
グ
ダ
ー
ド
で
書
か
れ
た
歴
史
書
に
多
く
を
嬢
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
玄
N
〔の
-
p
r
o
p
-
-
H回
Z

〉
「
U
』
〉
者
自
・
盟
国
吋
J

E
M〕
の
方
が
こ
の
件
に
関
し
て
よ
り
詳
細
な
情
報
を
含
ん
で
い
て
も

不
思
議
は
な
い
。

(

M

M

)

ア
フ
ダ
I
ス
以
外
に
も
ア
l
ン
マ
や
ナ
l
ス
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
史

料
の
中
に
見
出
さ
れ
る
が
、
用
語
法
は
史
料
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
で
括
ら
れ
る
人
々
に
つ
い
て

は
、
一
般
市
民
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
明
言
で
き
な
い
。

(
必
)
「
〔
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
ハ
リ
1
7
7
H
〕
ア
ッ
ザ
l
ヒ
ル
と
そ
の
息
子

ア
ル
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル
は
、
ア
ズ
ィ
l
ズ
ッ
ダ
ウ
ラ
u
フ
ァ
l
テ
ィ
ク

か
ら
生
じ
た
こ
と
が
生
じ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
マ
デ
ィ

l
ナ
に
ワ

1
リ

ー
を
置
き
、
カ
ル
ア
に
ワ
l
リ
ー
を
置
い
た
」
〔
回
吋
・
司
ζ
・同
¥
H
o
r

n同
・

N
Z
H
H
¥
N
N
H〕。

(
H
H

〉
情
報
量
の
多
い
マ
ウ
ス
l
フ
に
つ
い
て
、
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
ハ
ラ
プ

征
服
時
に
お
け
る
行
動
を
見
る
と
、

①

マ
デ
ィ
l
ナ
に
い
た
サ
l
リ
ム

を
庭
罰
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
マ
デ
ィ
l
ナ
に
関
す
る

事
項
に
さ
え
関
興
し
た
こ
と
、
②
講
和
の
交
渉
に
際
し
て
、
ワ

I
リ
!

の
サ
デ
ィ

1
ド
ル
ム
ル
ク
が
カ
ル
ア
に
箆
城
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
マ
ウ
ス

1
フ
が
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝
の
代
表
と
し
て
振
舞
っ
て
お

民
d

凸
V
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り
、
逆
に
ワ
l
リ
l
の
名
は
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
黙
が
議

み
取
れ
る
〔
ペ
・
の
国
二
区
∞
|
品
∞
〕
。
上
の
記
事
は
カ
ル
ア
明
け
渡
し
の

交
渉
で
は
あ
る
が
、
事
賃
上
ハ
ラ
ブ
の
支
配
権
の
引
き
渡
し
に
他
な
ら

な
い
。
も
し
マ
ウ
ス
l
フ
が
ワ
l
リ
l
に
服
属
す
る
立
場
に
あ
る
の
な

ら
、
少
な
く
と
も
ワ
l
リ
l
の
名
が
併
記
さ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

以
上
の
貼
か
ら
、
カ
ル
ア
の
ワ
l
リ
l
H
マ
ウ
ス

l
フ
は
ハ
リ
l
フ
ア

直
属
の
役
職
と
し
て
任
命
さ
れ
、
ワ
l
リ
l
n
サ
デ
ィ

1
ド
ル
ム
ル
タ

か
ら
濁
立
し
て
機
カ
を
行
使
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ア
l
ダ
の

場
合
は
情
報
が
少
な
く
行
動
の
分
析
は
で
き
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
の

例
で
あ
り
、
マ
ウ
ス
l
フ
と
同
じ
ハ

l
デ
ィ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

彼

も
ワ
l
リ
ー
か
ら
濁
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
必
)
四
三
三

・
六
・
二
八
/
一
O
四
二
・
二
・
二
二
、
パ
ン
ジ
ュ
テ
ギ
ン

が
ミ
ル
ダ
l
ス
朝
の
シ
マ

l
ル
に
マ
デ
ィ

l
ナ
を
明
け
渡
す
〔
N
Z

一
H

b
g
〕
。
し
か
し
そ
の
後
も
セ
ピ
ュ
ク
テ
ギ
ソ
は
半
年
徐
り
の
開
館
域

し
、
四
三
四

・
二
・
一
四
/
一
O
四
二

・一

0
・
三
に
よ
う
や
く
カ
ル

ア
か
ら
降
り
た
〔
N
同
H
H
¥凶
由

H
1N
〕
。
パ
ン
ジ

ュ
テ
ギ
ン
が
投
降
す
る

こ
と
は
、
ハ
ラ
プ
全
桂
の
支
配
権
が
ミ
ル
ダ
l
ス
靭
に
引
き
渡
さ
れ
る

こ
と
を
一
意
味
せ
ず
、
セ
ピ
ュ
グ
テ
ギ
ン
は
濁
自
に
カ
ル
ア
を
守
る
責
務

を
負
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
マ
ム
ル

l
p
で
あ
る
彼
は
、
誰
よ

り
も
ま
ず
主
人
の
ア
ッ
デ
ィ
ズ
ピ
リ
l
に
封
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
例
の
場
合
は

主
人
が
す
で
に
間
伐
し
て
い
た

ハ
四
三
三
・
五

・
一
五
/
一

O
四
二

・一

-
一
O
)
〔
N

E
H
H
¥
N
g
〕
の

で
、
忠
誠
を
盤
く
す
射
象
は
主
人
の
遺
族
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

彼
が
カ
ル
ア
を
放
棄
す
る
前
に

「
自
分
の
た
め
に
三
寓
デ
ィ
l
ナ
l
ル

を
取
り
、
ア
ッ
デ
ィ
ズ
ピ
リ
l
の
相
績
人
た
ち
の
た
め
に
三
高
二
千
デ

ィ
I
ナ
1
ル
を
取
っ
た
」
〔N
Z
H
H
¥
N
S
〕
と
い
う
こ
と
か
ら
窺
い
知

れ
る
。
フ
ァ
l
テ
ィ
ク
に
つ
い
て
は
任
命
時
に
名
前
が
見
え
る
だ
け
で

具
践
的
な
行
動
を
示
す
情
報
は
無
い
が
、
彼
も
ア
γ
デ
ィ
ズ
ピ
リ
I
の

マ
ム
ル

l
F
で
あ
る
こ
と
か
ら
セ
ピ
ュ
ク
テ
ギ

γ
と
同
様
の
立
場
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
必
〉
こ
れ
以
外
に
、
フ

ァ
l
テ
ィ
マ
朝
は
イ
ス
マ

l
イ
l
ル
汲
の
績
大
を

重
要
な
政
策
と
し
て
い
た
た
め
、
マ
デ
ィ

I
ナ
内
に
謝
し
て
無
関
心
で

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
粘
'
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
c

フ

ァ
l
テ
ィ
マ
朝
の
数
宣
活
動
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
菟
原

卓

「シ

1
ア
汲
の
反
撃
」

『
イ
ス
ラ
ム
・
純
愛
の
歴
史
』

(
森
本
公
誠

編
、
講
座
イ
ス
ラ
ム

二
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
五
〉
六
O
|
六
三
。
同

「と

去
と
包
5

4
弓
曲
丘
町玄

5
3
2
g
に
み
ら
れ
る
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
朝

カ
リ
フ
H

ア
ル
・
ム
イ
ッ
ズ
」

『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』

二
六

(
一
九
八

七
)
四
O
l
四
二
。
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depended for their own demand upon the rice which was produced in the

areas around the upper and middle stream of Changjiang 長江and then

was transported to them via Jiangsu 江蘇and Suzhou 蘇州. This supply-

demand relationship brought this region short-term rises in the price of

rice under the influence of some elements on the part of the circulation

system｡

　　　

To keep the rising control,the local government of Zheiiang had to

take great measures. among which of greatimportance were food circulation

management

　

policiesｅχecuted under its own direction. Finally, in the

24th year of the Qianlong 乾隆, it introduced ａ new rice-supply system

through which Zhexi would receive stored rice of Fujian 扁建, the latter's

loss being made up for with rice from Taiwan mm. This new system

was to 丘χitselfin　Zheχｉand grow into ａ second constant rice-supply

route employed by the local government, with the resultthat the importance

of the Changiiang route turned out to be relativelyplayed down.

ＱＡＬ‘ＡAND MADINA IN THE llTH CENTURY HALAB

　　　　　　　　　　　　

Taniguchi Junichi

　　

In the 11th　century the function　of the ｑa1‘ａof Halab (Aleppo)

changed from that of ａ purely military installation to ａ residence of rulers.

A Hamdanid ghulam Ｍａ§Or,who ruled Halab at the beginning of that

century, had his palace within the madina and garrisoned the qa1‘ａ. Ho-

wever, most Mirdasid rulers (1025-80) used the qal‘ａas their residence.

　　

The main reason for this change was ａ transformation of the situation

within the madina. During the period of Mansur the citizens of Salab

had no military force with which they could have resisted their ruler. In

the Mirdasid era, however, the ahdath, a kind of urban militia, gained ａ

measure of control over rulers within the madlna. The ahdath of Halab

armed themselves and consisted of not only citizens but also Hamdanid

ghulam soldiers, and their leader Salim was at one time a high ranking

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－



officer under Mansur. They were fairly autonomous and they maintained

the public peace within the madina. The Mirdasids then chose the qa1‘ａ

as

　

their residence. Their successors, the‘Uqaylids, the Saljuqids, the

Zangids and the Ayyubids, also used it as their palace.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　

－

　　

THE CHARACTER OF 瓦皿AB-I BAHRIYA

―on the Ｔｅχtof the Manuscript of Ayasofya 2612―

　　　　　　　　　　

Shintani Hideharu

　　

The

　

construction and the contents　of　the tｅχt　of　Ayasofya　2612

manuscript of Ｋｉtah-iB萌ｒりα（ａ manuscript of the tｅχtof the year

932, owned by Suleymaniye Kutiiphanesi in Istanbul) were examined as

fundamental work to consider the relation between the Ottoman　Empire

and Mediterranean World. As ａ result, the following points became

obvious.

(1) The current of narration of the text has regularity,but in the area

　　

of Aegean Sea and East Ionian Sea and that ｏ{　"ＷestMediterranean

　　

Sea (especially the part of the north coast of West Mediterranean

　　

Sea) the regularity is broken obviously.

（2）AS for the quantity of description of the tｅχtper area, the weight

　　

of the area of Aegean Sea and East Ionian Sea and that of Adriatic

　　

Sea and West Ionian Sea are large.

（3）Ａs for the quantity of description of the text per chapter, that of

　　

the area of West Mediterranean Sea especially the part of the north

　　

coast is peculiarly large.

（4）The historicalinformation of the text is relatively much in the

　　

area of West Mediterranean Sea and that along the north Africa.

　　

The reason is that descriptions over acts like piracy or conquest of

　　

Piri Ra'is are many･

（5）Ｔｈｅ north coast of West Mediterranean Sea has ａ peculiar character

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－
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